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平成 14 年度の文部科学省の 調査に よ ると，通常の 学級の在籍すると 推測される 

LD, ADHD, 高機能自閉症等の 児童生徒の数は ，約 6.3 % との結果が出ていま 

す。 

通常の学級に 在籍し 学 背面や生活面で ，特別な教育的支援を 必要とする LD, 

ADHD 等の児童生徒には ，その障害のために ，学びにくさやっまずきやすさがあ 

ります。 特別な支援が 必要となるのですが ，支援の遅れや 対応のまずさのために ， 

二次障害を起こしてしまったり ，学力不振や 不登校等に陥ってしまったりと ，苦し 

んでるケースも 一部にみられます。 

この様な状況の 中，国は平成 15 年 3 月に，「今後の 特別支援教育の 在り方」 ( 最 

終報告 ), 平成 16 年上刃には「小・ 中学校における LD  ( 学習障害 ), ADHD (* 生 

意欠陥 / 多動性障害 ), 高機能自閉症の 児童生徒への 教育支援体制の 整備のための 

ガイドライン ( 試案 ) 」を出し，障害児教育から 特別支援教育への 大きく方向転換 

を図っています。 

特別支援教育は ，従来の障害児教育の 対象の児童生徒だけでなく ，通常の学級の 

児童生徒のもっ 様々な教育的ニーズに 応じて適切な 教育的支援を 行 う ものであ り， 

すべての 児黄 生徒の学力の 向上をめざす 教育なのです。 

徳島県としても ，特別な教育的支援を 必要とする児童生徒への 支援体制を整備， 

充実していくことは ，早急に解決すべき 課題であ るとして，特別支援教育の 推進を 

図っているところです。 

平成 13.14 年度に文部科学者指定の「学習障害児に 対する指導体制の 充実事業」 

に取り組み，その 成果は「学習障害 (LD) 児に関する指導資料」として 各校へ 配 

而 しています。 

また，平成 15 年度からは徳島市と 鳴門市を推進地域としてモデル 事業を実施し 

平成 16 年度からは，徳島県全ての 幼稚Ⅲ，小学校，中学校において 特別支援教育の 

推進を予定しています。 

本 参考資料が，各学校の 実態に応じて ，特別支援教育を 推進して い く際の資料と 

して， 御 活用されることを 期待しておりまず。 

終わりになりましたが ，人参考資料作成にあ たり。 熱心に 御 検討をいただき 御協 

力くださった 関係各位に対しまして ，心から感謝の 意を表します。 



第 Ⅰ 章 特別な支援を 必要とする子どもたち 

第 1 節 特別支援教育 

「 特別支援教育とは 

平成 i 5 年 -3 月の「今後の 特別支援教育の 在り方について ( 最終報告 ) 」 ( 以 

下，最終報告という ) では， 「障害の程度等に 応じ特別な場で 指導を行 う 『 特 

殊 教育 ] から障害のあ る児童生徒一人一人の 教育的ニーズに 応じて適切な 教育 

的支援を行 う 『特別支援教育 コ への転換を図る。 」 ということが 示されている。 

これは，障害のあ る児童への教育の 考えかたのみならず ，教育全体の 在り方に 

ついて大きな 転換を求めるものであ る。 

最終報告では ， 「特別支援教育」を 次のように定義している。 

Ⅰ   

特別支援教育とは ，従来の特殊教育の 対象の障害だけでなく ， LD, A 

DHD, 高機能自閉症等を 含めて障害のあ る児童生徒の 自立や社会参加に 

向けて，その 一人一人の教育的ニーズを 把握して， その持てる力を 高め ， 

生活や学習上の 困難を改善又は 克服するために ，適切な教育や 指導を通じ 

て 必要な支援を 行 う ものであ る。 

2  特別な支援を 必要とする子どもたちの 現状 

これまでの障害児教育は ， 子どもの障害の 種類や程度に 応じて，教育の 場を 

整備して， きめ細かな教育を 効果的に行 う という視点で 取り組まれ，その 対象 

となる児童生徒の 割合は全体の 約 1.4% であ った。 

特別支援教育は ，通常の学級在籍する LD, ADHD, 高機能自閉症などの 

児童生徒も教育的支援の 対象として含まれる。 平成 1 打年 2 月から 3 月にかけ 

て国により実施された「通常の 学級に在籍する 特別な支援を 必要とする 児章 生 

徒に関する全国実態調査」の 結果によると ，知的発達の 遅れはないものの ， 学 

習 面や行動面で 著しい困難を 持っていると 担任教師が回答した 児童生徒の割合 

は，全児童生徒数の 6.3% にのぼる。 

特別支援教育では ，従来の障害児教育の 対象者，通常の 学級に在籍する 軽度 

の発達障害のため 学びにくさを 有している児童生徒を 対象に，その 一人 - 人の 

教育的ニーズを 把握し，そのニーズに 応じた適切な 教育や指導を 通して必要な 

支援を行 う ことになる。 

  Ⅰ - 



3  特別支援教育を 支える仕組み 
鼓終 ㍻告では，特別支援教育を 支える上での 具体的な仕組みとして ， 

・個別の教育支援計画の 策定 
・特別支援数行コーディネータ 一の指名 

・広域特別支援連携協議会等の 設置 

をあ げている。 

(1) 「個別の教育支援計画」 
「個別の教育支援計画」は ，障害のあ る子どもにかかわる 様々な関係者 ( 教 

育，医療，福祉等の 関係機関の関係者，保護者など ) が子どもの障害の 状態等 

にかかわる情報を 共有化し在籍している 学校が中心となり ，教育的支援の 目 

標や内容，関係者の 役割分担などについて 計画を策定するものであ る。 

(2) 「特別支援教育コーディネーター」 
「特別支援教育コーディネーター」は ，担任や保護者からの 相談の窓口であ 

り，相談にたいしての 校内の連絡調整を 行 う 。 また，必要に 応じて福祉，医療 

や地域の盲・ 接 ・養護学校等の 関係機関との 連絡調整を行 う 。 コーディネータ 

一 的な役 制 を担 う 者を学校の校務に 位置付けることにより ，校内の関係者や 関 

係機関との連携協力の 強化を図ることが 必要であ る。 

(3) 「広域特別支援連携協議会」 
学校が地域の 明保機関と連携をとりながら 適切な教育的支援を 行 う ためには， 

教育，福祉，医療等の 明保機関が連携協力した 支援のためのネットワークを っ 

くることが大切であ る。 県としては， 県 行政レベルでの 部局横断，世の 広域連携 

協議会を づ くること，県立総合教育センターを 中核に以内を 3 地域に分けた「 地 

域 特別支援 辿挽協 協会」を設けることで ，市町村をサポートする 体制を考えて 

いる。 

  

@ 広 域 特 別 支 援 連 携 協 議 会 @ 

総 合 教 育 セ ン タ ー 
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第 2 節 特別な支援を 必要とする子どもたち 

「 学習障害 ( Ⅰ D) 

く 学習障害 ( 」 D) の定ま ノ 

学習陣吉とは ，基本的には 全般的な知的発達に 遅れはないが ，聞く，話 

す，読む，書く ，計算する 又は 推論する能力のうち 特定のものの 習得と使 

用に著しい困難を 示す様々な状態を 指すものであ る。 

学習陣吉 は ，その原因として ，中枢神経系に 何らかの機能障害があ ると 
止 """," 推定されるが ，視覚障害，聴覚障害，知的障害， 情緒障害などの 障害や， 

環境的な要因が 直接の原因となるものではない。 

「学習障害児に 対に対する指導について ( 報告 ) C 平成 11 年 7 月 2 口 

学習障害及びこれに 類似する学習上の 困難を有する 児童生徒の指導 

方法に関する 調査研究協力者会議 ) 」 より抜粋 

ノノ 

- Ⅰ - 



く 学習障害 (L D) の実態把握基準 ノ 

「，特異な学習困難があ ること 

(1) 国語又は算数 ( 数学 ) ( 以下「国語等」という。 ) の基礎的能力に 著 

しい遅れがあ る。 

●現在及び逝去の 学習の記録等から ， 国語等の評価の 観点の中に ， 若し 

い遅れを示すものがⅠ以上あ ることを確認する。 この場合，著しい 遅 

れとは， 児壷 生徒の学年に 応じ 1 ～ 2 学年以上の遅れがあ ることを 言 

  

小 2, 3 年 1 学年以上の遅れ 

小れ年以上又は 中学 2 学年以上の遅れ 

なお， 国語等について 標準的な学力検査の 結果があ れば，それによ 

り確認する。 

●聞く，話す ，読む，書く ，計算する又は 推論する能力のいずれかに 著 

しい遅れがあ ることを，学業成績， 日 頃 の授業態度，提出作品， ノー 

トの記述，保護者から 聞いた生活の 状況等， その判断の根拠となった 

資料等により 袖 % 、 する。 

(2) 全般的な知的発達の 遅れがない 

●知能検査等で 全般的な知的発達の 遅れがないこと ， あ るいは現在及び 

過去の学習の 記録から， 国語，算数 ( 数学 ), 理科，社会，生活Ⅱ 、 

1 及び 小 2), 外国語 ( 中学 ) の教科の評価の 観点で，学年相当の 普 

通 程度の能力を 示すものがⅠ以上あ ることを確認する。 

 
 2. 他の障害や環境的な 要因が直接の 原因ではないこと 

● 児帝 生徒の記録を 検討し，学習困難が 特殊教育の対象となる 障害によ 

るものではないこと ， あ るいは明らかに 環境的な要因によるものでは 

ないことを確認する。 

●ただし・他の 障害や環境的な 要因による場合であ っても   学習陣吉の 

判断批准に仮 複 して該当する 場合もあ ることに留意する。 

● 市被 していると思われる 場合は ， その障害や環境等の 状況などの資料 

により 肺認 する。 

  4@ - 



2  注意欠陥 / 多動性障害 (AD H D   

く ADH D の 定垂ノ 

AD)H-lD とは、 年輪あ るいは発達に 不釣り合いな 注意力，及び / 又は衝 

動性 ，多劫性を特徴とする 行動の障害で ，社会的な活動や 学業の機能に 支 

障 をきたすものであ る。 

また， 7 才以前に現れ ，その症状が 継続し，中枢神経系に 何らかの要因 

による機能不全があ ると推定される。 
「今後の特別支援教育の 在り方について ( 最終報告 ) ( 平成 1 5 年 3 月 

特別支援教育の 在り方に関する 調査研究協力者会議 )J よ り抜粋 

-  5   



L D H D の 判 断 基準 

  
以ドの 規準に該当する 場合は，教育的， 心理学的， 医学的な観点から 0 

: 細 な調 査が必要であ る。 

以下の「不注意」「多動性」「衝動性」に 関する設問に 該当する項目 ょ 

    く， 少な くとも， その状態が 6 ケ 月以上続いている。 

) 不注意 

学校での勉強，細かいところで 注意を払わなかったり ，不注意な間遠、 

をしたりする。 

課題や遊びの 活 助で注意を集中し 続けることが 難しい。 

面と向かって 話しかけられているのに ， 聞いていないようにみえる。 

指示に従えず ， また仕事を最後までやり 遂げない。 

学習などの探題や 活動を順序立てて 行 う ことが難しい。 

気持ちを集中させて 努力し続けなければならない 課題をさける。 

学習などの課題や 活動に必、 要なものをなくしてしまう。 

気が散りやすい。 

口 々の活動で忘れっぽい。 

) 多動性 
手足をそわそわ 動かしたり， 右府していてもじもじしたりする。 
授業Ⅲや座っているべき 時に席を離れてしまう。 

きちんとしていなければならない 時に 過度に走り回ったりよじ 登っ サパ 

りする。 
遊びや余暇活動におとなしく 参加することが 難しい。 

じっとしていない。 または何かに 駆り立てられるように 活動する。 
過度にしゃべる。 

) 衝動性 
質問が終わらない う ちに出し抜けに 答えてしま       

順番を待つのが 難しい。 

他の人がしていることをさえぎったり ， じ やまをしたりする。 

「不注意」「多動性」「衝動性」のうちのひくつかが 7 オ 以前に存在し ， 

[ 余 生活や学校生活を 営む上で支障があ る。 

著しい不適応が 学校や家庭などの 複数の場面で 見られる。 

知的障害 ( 軽度を除く ), 自閉症が認められない。 

  6 - 



く
 

3
 高機能自閉症 

高機能自閉症の 定 

  

高機能古 

難さ ， ②言 

を特徴とす 

のを いう 。 

また， 中 

技ノ 

閉 症とは， 3 オ   位 まで 

葉 の 発 達の 遅れ ， ③ 興 

に 現れ ， ①他人と 0 社会的関係の 形成の ぽ 

る 行動の障害であ る自閉 

味や関心が狭く 特定のも 

  う ち， 知的 発 

枢神 経 系の何ら かの 要 囚 による 

のにこ 

達の遅れ 

だわ 

を伴 

るこど 

  れない   

機能 不全があ ると推定される。 

「今後の特別支援教育の 在り方について ( 最終報告 ) ( 平成 1 5 年㍉ 

特別支援教育の 在り方に関する 調査研究協力者会議 ) 」 より抜粋 
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く 高楼 能 自閉症の判断基準 ノ 

以下の墓確に 該当する場合は ，教育的， 心理学的， 医学的な観点から (D 

詳細な調 査が必要であ る。 

1 , 知的発達の遅れが 認められないこと。 

2. 以下の項目に 多く該当する。 

0 人への反応やかかわりの 乏しさ，社会的関係形成の 困難さ 

・ 目 と月で見つめ 合 う ，身振りなどの 多彩な非言語的な 行動が出離であ る。 

・同年齢の仲間関係を 作ることが困難であ る。 

・楽しい気持ちを 他人と共有することや 気持ちでの交流が 困難であ る。 

0 言葉の発達の 遅れ 

・話し言葉の 遅れがあ り，身振りなどにより 補お う としない。 

・他人と会話を 開始し継続する 能力に明らかな 困難性があ る。 

・博司的で反復的な 言葉の使用または 独特な言語があ る。 

・その年齢に 相応した，変化に 富んだ自発的なごっこ 遊ひ や社会性のあ る 

物まね遊びができない。 

0 興味や関心が 狭く特定のものにこだわること 

・強いこだわりがあ り，限定された 興味だけに熱中する。 

・特定の習慣や 手順にかたくなにこだわる。 

・反復的な変わった 行動 ( 例えば，手や 指をはたはたさせるなど ) をする。 

・物の一部に 持続して熱中する。 

0 その他の高機能自閉症における 特徴 

・常識的な判断が 難しいことがあ る。 

・動作やジェスチャーがぎこちない。 

3. 社会性や学校生活に 不適応が認められること。 

  8 . 



第 2 章 校内支援体制の 整備 

第 1 節 基本的な考え 方 
特別な支援を 必要とする 児竜 生徒は・多様な 状態を示し，教育的ニーズは 多 

岐にわたる。 これらの児童生徒へ 効果的な教育的支援を 行 う ためには， 日ごろ 

の 教育内容の達成度を 確認するとともに ，心理検査等で 個々の特性を 知り，対 

応を考える必要があ る。 また，担任や 保護者ばかりでなく ，校内の全教職員が 

共通理解をして 適切な対応をとることが 望まれる。 そのためには ，各校におい 

て校長のリーダーシップのもと ，以下のようなことに 留意し系統的な 支援を 

行 う ための組織と 仕組みを構築する 必要があ る。 

0 学校全体としての 意織 の 改， 。 Vl 。 ， 

0 校内委員会の 設 胃 

0 特別支援教育コーディネ 、 一タ 一の指名と校務分掌への 位置付け 

0 校内の教職員の 理解推進と専門性の 向」 こ 

0 保護者や地域関係機関との 連携 

市町村においても ， 占   
において 生， ． 口   

教育委員会   校 内 委 員 会 
  

  就学指導委員会 
  
  

  相談担当者 

  個別の教育支援計画 
  
  の 作成 

    
  

福祉厚生関係 課   
  
  
  
  

  家庭児童相談員 
  

  市町村保健 師 学 校 医 
・ 児竜 民生委員 
  障害福祉担当 

保 護 者 

専門家チーム 盲 ・ 聾 ，養護学校 

総 合 教 育 セ ン タ 

校 長 

コーディネーター 

担 任 

A 君 : LD 

巡回相談員 
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第 2 節 校内支援体制づ く り 

Ⅰ 学校全体としての 意識の変革 
これまでの障害児教育は ， 盲 ・ 聾 ・養護学校，障害児学級， 通 級指導教室と 

いう特別の教育の 場で行われてきた。 特別支援教育では ，それらの児童生徒だ 
けでなく，通常の 学級に在籍している LD, ADHD, 高機能古 閉 症などの児 

童生徒も対象として ，教育的ニーズを 把握して，適切な 教育や指導を 通して 必 

要 な支援を行うことになる。 そのためには ，校内の組織や 教師の意識の 改革が 

必要であ る。 各学校の取組として ，以下の点に 留意することが 大切となる。 

0 教師一人による 支援から学校全体での 支援への教師の 意識改革 

0 担任や本人を 文えるために 必要な校内委員会等の 校内支援組織の 構築 

0 個々の児童生徒の 特性を理解し 対応するための 教師の指導力の 向上 

0 各教科・領域の 指導計画作成に 当たっての配慮事項の 検討と手立て 

0 教室備品の精選， 置き場所の山定など ，分かりやすい 教育環境の整備 

0 特別支援教育についての 児童生徒や保護者への 理解推進 

0 児童生徒の安全確保と 対応方針の確立 

0 外部の専Ⅲ機関との 連携の推進 

2  校内委員会 
「校内委員会」は ，その校に在籍する 特別な支援が 必要な児童生徒の 実態把 

握，指導内容，指導方法，指導体制などを 校内の状況に 照らして検討する 会議 

で ，校内組織として 位置付ける必要があ る。 校長が主催し 特別支援教育コー 

ディネーターがその 運営や連絡調整の 中心的な役割を 果たす。 

  学級担任の気付きそ 一十   数 育 相 
談   そ一ウ保護者の 気付き   

相談 特別支援教育コーデイネ、 一 ター 相談 

  連絡・調整 

  学年主任     清 細の収集 

Ⅰ 

  学年会等ての 協議       

校長・教頭・ 教務工作・生徒指導七七・ 人権 教育下下     

喪横 教諭・該当 児旺 生徒の担任・ 障害児学級担任         

，実態把握，判断 つ 対応策の検討 

巡回相談員 
  ・個別の教育支援 計 何と個別の指導計画の 作成 

小 @ Ⅴ 小 @% 

専門家チーム 十 - う   総合教育センター         吉 ・ 聾 ，養護学校 

図 支援に い たるまでの一般的な 手順 
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校内委員会の 設置の仕方には ， 

①新規の委員会として 捉え ， 新たに設置する。 

②従来あ る既存の校内組織に ，校内委員会の 機能をもたせて 拡大する。 

③既存のいく っ かの校内組織を 整理・統合して 役 撰する。 

など様々な方法があ る。 設円の Ⅱ方や名称，構成貝などは 特に規定されていな 

いため，各学校の 実状を踏まえて 工夫し，実質的に 活用できる組織として 設遇 

して い くことが大切であ る。 

3  個別の教育支援計画と 個別の指導計画 
「個別の教育支援計画」は ，障害のあ る児童生徒にかかわる 様々な関係者が ， 

保護者の了承のもと ，子どもの陣吉の 状態等にかかわる 情報を共有化し ，教育 

約文援の目標や 内容，関係者の 役割分担などについて 計回を策定するものであ 

る。 障害のあ る子どもを生涯にわたって 支援する視点から ，一人一人のニーズ 

を抱擁して，関係者や 関係機関の連携による 適切な教育的支援を 効果的に行う 

ことが大切であ り，計画の策定，実施，評価 ( 「 Plan 一 Do 一 See 」のプロセス ) 

を通して，教育的支援をよりよいものに 改善していく 必要があ る。 

C, ガ働 竹川 係 機関 コ ノ ( Ⅰ Ⅰ 何社，医療等関係機関 ） ノ 

就学双 就学中 卒業後 

保行 所 幼稚 周 、 小半 校 中学校 商 校 大学 "  、 企染 

門 ・ 韓 ・養護学校 ノ 

図 個別の教育支援計画 イ メージ 図 

「個別の指導計画」は ， 児確 生徒一人一人の 陣古の状態等に 応じたきめ細か 

な指 噂が行えるよ う に， 「 仙 Ⅵ別の教育支援引 - 回」を踏まえて ， より具体的に 児 

竜 生徒一人一人の 教育約二一 ズに 対応して，指導 ll 標や指導内容・ 方法を盛り 

込んだものであ る。 

情報の収集 

コーディネ -?- 

保護者 関係者 

Plan Do See 

目標の設定 指導の手立て 実 践 評 価 

校内委員会 授業者 校内 委 Ⅱ 会 

押伍 巡回相談は 

図 個別の指導計画作成の 刊 l ぽ 5 
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(1) 個別の教育支援計画 

① 対 象 

障害の あ る幼児や児童生徒で ，特別な教育的支援が 必要な者。 

0 障害の範囲 

視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱，言語障害， 情緒 障 

生 口， LD, ADllD, 商機能自閉症 等 

② 内 容 

1) 特別な教育的ニーズの 内容 

2) 適切な支援の 目標と内容 ( 個別の指導計画よりも 長期的な視点で ) 

3) 教育的支援を 行 う者 ，機関 ( 保護者を含めた 其体的な役割分担 ) 

③ 手 順 

l) 実態把握 ( 心理検査，詳細な 行動観察，学習状況，保護者の 意見等 ) 

2) 実態に即した 指導目標の設定 

3) 具体的な教育的支援内容 

4) 評価 ( 支援の効果， 内容・方法のあ り方について ) 

⑥ 計画作成のための 組織体制・システムの 整備 

1) 都道府県等は ，広域特別支援連携協議会の 設置等システムの 構築を行う。 

2) 各校においては ，特別支援コーディネイターを 置き，校内計画作成委員 

会のような組織体制の 整備を図る。 

その場合， 障害のあ る児童生徒の 指導を担当する 教員等が支援計画の 作 

成・実施の中心となる。 

3) 小・中学校においては ，相談・巡回指導等の 支援が得られる 体制の整備 

が 重要であ る。 

4) 支援計画の作成， 改訂の引き継ぎシステムの 構築を図る。 

5) 福祉，医療， 労働等との連携を 図り，総合的な 支援計画にしていく   

6) 支援計画の作成・ 改訂に際して ，保護者の積極的な 参画を促す。 

7) 個人情報の保護が 確保されるよ う ，管理や使用のあ り方を検討する。 

(2) 個別の指導計画 

の 作成の手順 

特別な教育的支援を 必、 要とする 児竜 生徒に， 具体的にどのように 支援をし 

ていくのか校内委員会で 検討し， 一人一人の教育的ニーズに 応じた計画を 立 

てていく。 

1) 情報収集 

担任が観察した 様子，保護者や 関係者からの 情報，個別に 蓄積された 

ファイル等から ，配慮や支援が 必要な実態を 把握する。 

( 「文字を読むのが 苦丁 」 「 よ 宇がうまく 書 けない」など ) 
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2) 目標の設定 

具体的に ( 行動レベルで ) 目標を設定する。 学年 づ 学期づ単元 づ本 時と， 

より具体的に @@ 標を立てていくことが 大切であ る。 

(l 単語をまとまりとして 読む」「マス 日の中に文字を 丼 く 」など ) 

3) 手立ての工夫 

目標を達成するために ，具体的な手立てを 設定する。 実施 期 開を設定し 

ておくと定期的に 評価を行 う ことができる。 

( 特別な指導内容が 必要づその内容・ 期間を記載 っ 結果を記載 ) 

( 特別な指導方法が 必、 要 づその方法・ 期間を記 哉づ 結果を記載 ) 

( 特別な配慮が 必、 要 づその配慮事項・ 期間を記載 っ 結果を記 俄 ) 

② 校内委員会での 評価 

個別の指導計画による 指導の結果， 目標を達成あ るいは本人の 努力が見も 

れた場合は， より商い目標を 設定する。 状況が変わらない 場合には， 目標の 

見直し，手立ての 見直しをする。 

③ 引き継ぎ 

適切な指導が 一典して行われるよ う， 取り組みの結果を「個別の 指導計画」 

に記録・ 蓄郁し 。 引き継いでいく。 その際，話し 合いをもっことが 望まれる。 

(3) 相談ファイル 
教育支援 計阿等 の 文 苦を引き継いでいくことは ， 将来の就労や 生活に向け 

て一典した教育を 杣み上げるためには 重要な要素であ る。 田内・校内で 担任 

がかわる場合や ，進学や転校により 学校がかわる 場合には，担当者が 子ども 

への教育をどのように 実施してきたのかを 説明したり， 質 Ⅲしたりして 引き 

継いでかくことが 大切であ る。 そのために， その子どもの 情報をまとめた 文 

菩 ファイル ( 個人ファイル ) を準備すると 引き継ぎに役立っ。 

この中には，個別の 教育支援計画，個別の 指導計画，過去に 在学していた 

学校の記録，各学年の 記録などをまとめておきたい。 また，例にあ るような 

「相談ファイル ( 引網 書 ) 」を使用することも 有効であ る。 

相談ファイル ( 引網 菩 ) への記入内容は ， 各学校で工夫するとよいが ， 子 

どもの様子をすべて 記入するというより ， 特に気になることを 伝えることに 

より，次の担任が 効果的な指導をすることができるヒントになると 思われる。 

個人ファイルは ， 個人情報であ るため， その扱いに l- 分注意をしなけれは 

ならない。 ( マル 秘 扱い， 原則として情報開示， 等 ) 
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4  校内資源の見直し 
特別支援教育では ，各幼稚園，小学校， 中学校において 支援体制を考えてい 

くことになる。 対象となる 児素 生徒は広がるが ，施設面，設備面，人材面等の 

行 財政資源については ， 現在あ る資源をもとに ， その効果的な 活用方法を検討 

していくことになる。 

その場合，学習の 内容・理解度等に 応じてリソースを 有効利用することが 考 

えられる。 リソースとは、 特別な教育的ニーズのあ る子への物的・ 人的対応を 

意味する。 例えば、 個別に学習することができる 場を教室の一部や 空き教室に 

設けること・ 教材教具の利用 ( 物的対応 ) や担任以外の 校内の支援者の 援助を 

ぅ けること ( 人的対応 ) などもリソースにあ たる。 それぞれの学校に 配置され 

ている障害児学級の 教材や障害児教育担当者もリソースとして 多いに活用して 

い きた い ものであ る。 そのためには ，常に子どものもっニーズを 共通理解し， 

校内の支援体制を 確立しておくことが 大切であ る。 

5  関係機関等との 連携 
一人一人の教育的ニーズを 把握して適切な 教育を行 う ためには， 盲 ・ 聾 ・養 

護学校や福祉・ 医療機関との 連携も大切であ る。 その連携で中心的な 役割を果 

たすのが「特別支援教育コーディネーター」であ る。 特別な教育的支援を 必要 

とする児 童 生徒にかかわる 教師や保護者， 関係機関との 連絡調整を行 う 特別 支 

援 教育コーディネータ 一の役割は大きい。 その役割が校内において 円滑に行え 

るよう，できる 限り指導的な 立場にあ るものがこれに 当たることが 望まれる。 

また，校内における 特別支援教育を 推進していく 上で，児童生徒や 保護者へ 

の 正しい理解を 深めていくことが 大切であ る。 児童生徒向けには ，儀式的な行 

事や全校朝会のあ いさつを通して ，保護者向けには ， 学校だよりや 保護者総会 

等でのあ いさつなどで ，校長が先頭に 立って理解を 進める努力を 行 う ことが 求 

められる。 

特別な支援が 必要な 児 睦生徒の教育的ニーズに 応じた教育を 推進するために 

は，その保護者に 対して，学びにくさに 関する状況を 伝えるとともに ，学校に 

おける 対 f 方針を説明し ，理解を得ることが 必要となる。 担任や特別支援教育 
コーディネーターが 中心となり保護者との 連絡調整を図ることになるが ，校長 

も積極的に関わり 保護者の理解の 推進を図ることが 重要となる。 そのためには ， 

学校と保護者との 普段からの信頼関係を 深めておく必要があ る。 学校と家庭が 

連携し，情報交換をしながら 協力して子どもへ 対応していくことが 大切であ る。 

-  Ⅰ 4  - 



( 参考 例 ) 

㍼の 構柵 

S 年 O 維 1l 4 巳                   00  00  l 男 ・ 女 l 担任 l 00@ 00 

く W I S C 一 Ⅲ ノ 

高調性検査 動作性検査 言離 ぬ糀 軸な 辞 媚 凍 捜 

個 腱雛穏臨輔如 ㍻ 絹捌蘇鮪閥 VlQ P@Q FlQ  難 船 護 瑚 

月 Ⅱ 高 七 % 何 *@ 

ヰチヒ 丁 ネ｜ 丁 

査 ね 知 

・ ジハ 

ヰれ竹 

価 出佃 

点 時祇 

Ⅰ 品川桂皮 接佃あ妹 l4 ヰ l 

睡 低 低 

一 く 学習面 ノ 

・画数の多い 換字や仮名遣い ( 促音など ) において十分に 理解できていない " 

児 ・文字を見て 樺 くことはできているが ，雑に書くために 小さなミスがめだつ。 

童 ・作文を耳くときは ，何をどう書き 始めようかを 考えるのに 時 Ⅲがかかる。 短い文 

の を縦列することはできるが ，十分に内容を 伝えきれる 文 確にはなりにくい。 

様 く 行動向 ノ 

子 ・元気で休み 時Ⅲには。 大きな声で気の 合 う 友だちと遊んでいろ。 しかし，新学期 

の 新しい環境になじめない 面があ り，体調がすぐれないことが 多い。 

・安全面に対する 注意が十分にできなくて ，周囲の様子や 自分の体調を 考えないで 

行動してけがをすることが 多い ， 

国 

言 ' 荻 

行 

動 

面 

の 

睨 

慮 

出 

項 

・新出漢字の 点画の細かい 部分を理解する ，       ・所数の少ない 字はできた， 

・漢字ノートのマス 日の大きい物を 使 う，     ・読んでから 書く習慣を支 

・板書した内容をノートに 正確に書き写す ， ;  接 してきた。 ・音読の指導の 中で漢字の読みと 仮名づかいを 繰り返 : . 自主的に音読ができ る よ 

し 練習する。 ( 読み仮名や ， 印を付ける等 ) ;  うになってきている。 

・目標時間まで ，課題に集中できるようにする。     ・座席の配慮や 興味のあ る 

・生活のリズムを 崩し体調の不良に 結びついているた ; 物を準備した 環境の中で 

め ，規則正しい 生活を保護者にもお 願いする。 : なら話が集中して 閃ける。 
  

  危険な行為を   t, 分に理解できず ，行動してしまい・ ; . 保護者の協力が 得られた。 

けがをすることも 多 い ので遊びや運動の 中で危険な : . 危険な行為を 教える 声か 

状態を機会を 捉えて教えていく。 : けが継統的に 姥 、 要 。 

・ストレスを 発散ずる白山な 時間と場所を 確保する。 : , 休み時 冊 の遊 びで 気持ち 

・本人の口信の 持てる内容を 見つけて認めていく。       の 切り替えをさせた。 
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( 参考 例 ) 

記入 
日 

兇行 
童勒 

0 面 

実 
熊 

刷 の 榔諏 (4) 午 児童氏名 (  00  00 
2 0 0 3 イ @  5 月 1 2 Ⅱ 

  

イ f        8  月 Ⅰ 丘 Ⅱ 記入 担任 00  OO 

て
 

き
 

で
 

 
 
 
 力

 
参
 

 
 l

 
@
 @
@
@
 

し
 

5
%
 

l
 

 
 

１
，
 6
 Ⅰ
 
@
 

 
 

 
 

2
 

｜
 

一
集
 

ド
て
 

@
@
@
@
 
Ⅹ
 

 
 

れ
 @
 

 
 ち

 
湘
 
‥
 

いる。 

・ 毎 Ⅱの 行助 パターンを自分なりに 

作って い て 変わることを 嫌 うが ， 

パニックにまではならず． 話をす 

ると納得できる。 
・決められたことは ， 困惑しても指 示 があ るまで続けてしま う 

・声の汗 牡 調節がうまくいかない。 

休み時制 に 独り言を言っている 時 

もあ る。 
者 学習面 

・個別の学習では ，学年 相 Ⅰの漢字 H 汁 

算 の一部に取り 細めるまでになってき 

ている。 
・学習への意欲が 而 いが， 無瑚 な内容に 

ついて自分から 分からないど 言 う こと 

が許せない気持ちがあ りが んは りすぎ 

てしまう。 
・交流学級で ， 教科のワーク 等を写すこ 

とはできるが ，内容理解までは 離し い 。 

教科は，個人目標を 決めてる必要があ 

る。 

医
療
や
教
育
検
査
等
の
記
録
 

一
保
 護
 者
の
願
い
 

一
 
長
期
日
 標
 

W  @  S  C  日 @@ 2003 や 4 月 実支       K 一 A 且 C 2003f?5m 

V@ 1@ Q 6@ 2 群 指数 ; 純次処理尺度 8 0 

P 1 Q70@ VC6 0 ド D7 8 : 同時処理尺度 7 8 

F@ I@ Q 6@ 2 P O 6 9 l"S 8 0 : 認知処理過程 7 6 

， … ， ・ - . , … … - - - ‥ - - - - - - - - - - - - - - - - - ‥ ‥ ‥ ， ・ ， ・ 

下位 検 杏の中で配列が 商い。 結果を予 

測したり 時囲 的な @ll 則ドの 認識ができる 

ことで，他の 能力をカバーしているの 

であ ろう。 Ⅵ " や 知識は，低いが ，入 
学而の検査の」油性と 比べると成長が 

貼 られる。 杓 げや算数の数字から。 一 

定のルールを 理解できると 卍 。 われる。 

一
全
 

 
 
 
 

-
.
-
 

角
 
・
 
午
 
」
 

 
 

一
列
 

 
 

一
文
 

 
 

…
・
 

み
 
」
 

-
-
-
-
,
.
 

読
 
の
 

 
 
 
 

一
ま
 

｜
 

6
 
 
一
と
 

 
  

 

習
得
度
尺
度
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

習
得
度
の
中
の
 

 
 

; 体の申で高くなっている。 これは，内容を 完全 

; に理解して答えていたと 言う より， 文 全体を予 
側 なして，分からが、 、 言典は ついても内分なり 

: に考えて答えていた。 これまでの学習の 成果が 

: 現れているのではないかと 考えられる。 

・も う 少し何 叫も J. 申になってほしい。 
・片づけができるよ う になってほしい。 

( 必要かどうかの ば 川ができるよ う に ) 

・忘れ物をチェックできるよ う にして欲 
しい。 

・学習は， できるところまでや 興味のあ 
ることだけで・ ストレスにならない 程 
度でよい。 

担
任
の
願
い
 

，こだわりが 和らいだので ， Ⅲ分の忠 ひ 
が言葉でうまく 伝えられると 楽であ ろ 

フ 0 

・学習内容に 得意な分野ができてきた。 

その内容をの ば したい。 

・休み時間に 多くの子どもと ，・緒に遊べ 
るよ う になってほしい。 

・文帝を読んで ， Ⅰ時ミ幸明明 @ 2 学期       3 学期 
話の内容をおおよ       国語辞典で調       国語辞典で調       ・ 簡 ℡ な 漢字の読みを 覚 

そ 理解できる。 期 べて教科 書 を 二七・ 市正． べて教科喜を 読 ; えて教科 沖を 枕む 

・ 偽単 な レ Ⅱ側目・ 跡 目 む 。                 耶 なかけ 郷と 制符 の 

ができる。 標 ・簡単なかけ 算 片簡単な割簾の ; 竿俺 ができる。 
， 好きなことをを の笘節 ができる。 ; 筆算ができる。 ; . 休み時Ⅲは ，待 ばな 綱 

兄つ け ， 友だちと ・休み時間は 外 卜 休み時 問は友 ; 跳びに参加する。   

遊ぶ。 に Ⅲ て 遊ぶ       ; だちを遊びに 誘 ; . 場に応じた声の 大きさ 

・場に応じたマナ 用品を机 ハ，ノ @       を 考えて話す。 

一 を身につける。 ll] に入れる。           ンカチ・ テ       

; イッシ ュ を使う。 ; 

徳鴇県 @ 陣 ，・甲のあ る子どものための 教育相談体系化推進 俺業 」資料より 
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( 参考 例 ) 

相談ファイル ( 引 細書 ) 
ふりがな 

年 組 児童 氏 仝 ， 男 ・ 女 

保 
護 

者 

の 

願 

い 

気になること 指導のポイント 

学習 

担 

任 

所 
  

見   
生活 

放校内 : 校外 

育 

相 

談 

等 -. 

そ 

の 

他 

展 入口 l 年 月   
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  参考 例 ) 

相談ファイル ( 引網 書 ) 
ふりがな 

2 年 1 組 児竜 氏名 00 00 男 ・ 女 

保       多くの先生に ， 子どもの特徴を 知って，指導してもらいたい ， 

の 

願 

い 

担 

任 

所 

見 

気になること 指導のポイント   

学習   

・文字が枠の 中に入らない。 丁寧に書く ; . うまく書けた 文字をほめる。 文字を枠 

ことが難しい ， : で囲み ， 形を確認する   

・計算は早くできるが・ 間違いが多い。 ; . ゆっくり計算して ，も う 一度みなおす 

，全体に指示をすると ，聞いていないた : ことを 声 かけする。 

めに何をするのかを・ 何度も聞きに 来 ; . 指示の双に，名双を 呼ぶなどの注意を 

る         けさせる、 指示内容を簡特に 板吾す       
生活 

・靴の左右を 間違えてはく       ・正しくはけている 時にほめる。 

・食事の時に．食べ 物が散乱する。       こぼした物を ， 自分で片づけられるよ 

・興味のあ る物を見つけると ，チャイム ;  う に方法を教える。 

が 鳴っても気づかない。 : . 時間や危険な 行動に対して 気づかせる 

  周囲の様子を 考えないて，危険な 行動 ; ために職員や 子どもど う しでの声かけ 

なしてしまう。 :  を進める   

教 校内 

育 7 月 個人懇談 

相 個別検査 (Wl S C 一 f) 

談 ( 母親，担任， コーディネ 、 一タ 一 ) 

等 

校外 
: 鳴門教育大学 巡回相談員 

そ ・保護者は，相談機関として 病院へ行くことも 考えているようだが ， 両親の考えが 

の 違 う ため，教育和談には 今後も慎重な 対応が重要であ る。 

他 

詞人日   年 月 口   詞人 者   00  OO 
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第 3 章 指導の基本的考え 方と具体例 

第 1 節 子どもの理解にあ たって 

「 子どもの情報処理過程 

子どもの理解にあ たって 詔 、 知 ( 情報処理 ) 過程の特性があ ることを理解して 

おくことが大切であ る。 

情報の入力   情報の処理 

( 見る・聞く等 ) ( わかる・考える 等 )   
教師の見ている 子どものつまずきは ， 上記の図の情報の 表現の部分であ る。 

しかし，そのつまずきの 原因が情報の 入力や処理のどこの 部分の問題であ るの 

かを探ることが ， その子にあ った支援を考える 上で役に立ってくる。 

子どもが学習活動において 情報を取り込む 段階 ( 情報の人 ノ J) で ， 次のよ う 

な 困難さをもっている 場合があ る。 

《 靭俺系 の 卸知は ついて》 

聴覚 系 の 認 、 知に難しさがあ る場合， 聴力検査などでは 問題がなくても 間 い て 

理解することがむずかしくなる。 

  

， 昔や声がめれな 同じ刺激で聞こえてしまうため ，教室内の声や 物音を全 

て 聞き取ってしまい 騒音の中で居るような 状態になる。 そのため，本人 

が 指示を聞く気持ちがあ っても話に集中できず ，集団での指示を 聞き取 

ることが難しくなる。 

・子音や特殊音節の 聞き取りが難しいために 話の内容が理解しにくくなる。 

  

聴覚系の認知困難に 記憶の難しさが 加わると聞いたことを 記憶することが 

できにくいため 理解が十分に 進まない状態になる。 

- 20  - 



く視 知覚の認知について 丹 

視 知覚の認知に 難しさがあ ると，視力検査ではⅢ題がないが ，見て理解する 

ことがむずかしくなる。 

・全ての視覚からの 情報が日にとびこんでくる 状態になり， 見るべき物に 

ポイントを絞れなくなる。 そのため，教科書の 文字を目で追 う ことがで 

きなかったり ，行を読みと は したり，画数の 多い文字の細部が 不正確で 

あ ったりすることがおこる。 

・空間認知の 困難が生じた 場合には，鏡文字や 筆算の桁がずれたりして ， 

本人が思っている 以上にⅢ違いの 指摘を受け， 意欲をなくすことになる。 

 
 

物
吉
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次
も
 

て
 

2
 

    

継次 処理タイプ・・ ・ - つ一つの要素ごとを 順 悉に考えることが 得意 

同時処理タイプ・・・いくつかあ る情報を同時にまとめて 考えること 

が 得意。 

それぞれのタイプのどちらかが 極端に強かったり 弱かったりすると ， 同じ学 

習内容も指導方法により 理解が進んだり 困難になったりすることがおこってく 

る。 

このような子どもの 特性を理解して 指導力法を考えたり ， 配慮を考えたりす 

ることは，特定の 子どものためでなく ，全ての子どものための 優しい学習環境 

を 整えることになるのであ る。 

                                タ イっ 。 か ま   
  

上つ丁 つ Ⅲ 負序丁 @ ごてて る」片し 沼く九 きと 

ex. 長 一足に行く ヒ きの曲 叢 由 げり小西 @ の / 

N 人 L ド Ⅰ 
1  0 円 0 日に遠足に了了きま 耳 ・   

/ 
ⅡⅩ     、 て 。 可 。 

アフ Ⅰ フム 
弓 心 ・ 亡 ｜ 。 

はじ 伸に   
      ，だ ; カ   

  
L 丁 [? 一ん 「 申ガ ㍉ ニぞソ， 
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第 2 節 指導にあ たって 

LD 児 ， ADIID 児 ，高機能自閉症児の 多くは，指導する 際に特別な配慮が 

必要な子どもたちであ る。 また，その多くは 通常の学級に 在籍している。 そこ 

で LD 児等を通常の 学級において 指導するときの 配慮すべき点についていく っ 

か 述べる。 具体的には，個別の 指導計画を作って 個々の子どもに 対応すること 

が必要になってくる。 

値を大切にし 七半簾づくⅡ 

通常の学級にいる 特別な教育的支援が 必要な子どもたちが ，楽しく学習した 

り 生活したりするためには ， まわりの友だちの 温かい励ましや 理解が必要不可 

欠であ る。 例えば，個別の 指導を行う場合， まわりの理解が 得られていないと 

「何で A さんだけが」 という印象を 他の子どもにもたせてしまうことになりか 

れない。 これらの子どもが 安心して学習に 取り組み実力を 発揮することができ 

る よ う ，教師は個性や 個人差といった 面からの説明をまわりの 子に随時行う 必 

要があ る。 どの子にもよさや 短所があ り，そのよさを 最大限に生かすことが 大 

切であ ることを話し 合ったり，個人のもっているよさをまわりに 知らせたりす 

ることで，特別な 支援が必要な 子どもたちはもとより 全ての子どもが 自己も他 

も大切にできるよ う になっていくと 考える。 これらの子どもたちを 大切にでき 

る 学級は ， 全ての子どもにとっても 居心地のよい 学級となる。 

ド刀 Ⅰドン ア 4% 
咲去 如しちや七名 

枝 

。 が " 

人い /.J 
Ⅰ "   
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学習環境の整 構 

LD 児 ， ADHD 児 ， 高機能自閉症 児は ，学習にっまずきやすいばかりでな 

く ，授業中の注意集中が 難しい場合も 多いので，学習環境の 整備において 次の 

ような配慮が 必、 要であ る。 

瓦 庇 点   

0 簡単で分かりやすい 指示や言葉がけ。 

0 学習に集中しやすく ，教師も対応しやすい 座席への配慮。 

0 子ども相互の 助け合いができる 学級の雰囲気づくり。 

0 支援の手助けになる 掲示物の工夫。 ( 例えば， 足し算の表など ) 

0 努力のあ とが見えるような 作品の掲示。 

また，学習の 内容・理解度等に 応じてリソースを 有効利用することが 考えら 

れる。 リソースとは 特別なニーズをもつ 子への物的・ 人的対応を意味し ， 例え 

ば，個別に学習することができる 場を教室の一部や 空き教室に設けること ( 物 

的 対応 ) や 担任以外の校内の 文撰者の援助を 受けること ( 人的対応 ) などもリ 

ソースにあ たる。 個々の学校に 配置されている 障害児学級の 教材や障害児教育 

担当者もリソースとして 多いに活用していきたいものであ る。 そのためには ， 

常に子どものもつニーズを 共通理解し，校内の 支援体制を確立しておくことが 

大切であ る。 Ⅰ """"   一山 Ⅰ百千 窩 ， l や苛ぃ 北相 

。 萌 ; 穏 」，傲をなく。   0 一則を 目 b ワに 年豆 " く 。 

。 ぽ K ントわ " 分がる占うに。 。 言う ぜ @1. ビ 、 なく日ゎ ヰ ", 情 % も 。 

。 ノ - ト い吉くヒ ㍉ % 台 T 屯 。 け拮リ         用手   " 理 "" 。 万   "" 
確認 を       

% 台中 十 " ナ才 ガ もしやすい座席   ここだ ヒ完匝話げ間鮒 市上、 
だ ㍉、 うない ヒき，下 ぐこ 捷拝 に聞くこ ヒ 

よ どさる ザ ら く軒リだわ ! 
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特性に合わせ 七枚 材 ・ 枚科 指導 

LD 児 ， ADIID) 児 ， 高機能自閉症 児は ，個々に得意なことや 苦手なことを 

もっている。 各種検査 (W I S C 一皿， K 一 AB C, 学力テスト， 日 頃 の行動 

観察 ) 等を用いてその 子の得意分野を 知り，それを 生かすことができるような 

教材を工夫する 必要があ る。 ( 例えば，視覚的な 情報を処理するのが 得意な子 

には，聴覚的な 情報よりも視覚的な 手がかりを多く 与える等 ) 

瓦 庇 点   

0 注意を促す適切な 声かけ。 

0 ポイントがっかみやすい 板書。 

0 一斉指導の場合でも 常に個別に対応できる 机間 指導。 

0 効果的なティーム・ティーチンバの 工夫。 

できることは 笘 多くほ の ・自己肯定店を 七七せる指導の エ   
特別な教育的支援を 必要とする子どもたちは ，長年の学業不振等により 自信 

をなくしている 場合が多い。 そこで，実現可能なスモールステップの 目標を設 

走 する。 その達成の喜びを 数多く経験することによって ， 咋分 はこんな風に 

やればできるんだ。 」 と自信がもてるような ， 指導の方法を 工夫していく 必要 

があ る。 できないことを 問題にするのでなく ， 自己肯定感を 強めることが 大切 

であ る。 

よコ 前に二。 男童 目 ㌶で㌔ 姦 ㌍ 
，衛 き、 $(00 々、 bK ろ i ゎ、 も 。         

  
" ポ 「   多，ぜぜ ))l   

' づ な 。 、 、 雙 ，       し     コ 

  
/// 
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第 3 節 指導の具体例 Ⅰ 閃くことが苦手ぢ 子の場合 ） 

「 
r[ Ⅰ 具体的 ぢ子ど 弓の姿」 

Ⅱ @ 

・聞き間違いや ぅ 

・同じことを 何ム 

・聞いたことを「 

・頼んだことが 丁 

(2 つ 以上の す 

・周りの様子を 携 

出遅れがちに / 

・気が散りやす。 

・個別に言われ ; 

( 集団の中の - 

・言葉だけの 指元 

  

苛え 間違いが多い。 

吏も聞いてくる。 

㌃ ぐ 忘れる。 

圧 確にできない。 

旨 示を聞くと混乱する ) 

託て行動するので ， 

よ る。 

乙 集中して 問 けない。 

5 と聞き取れるが ， 集 Ⅱ 

- 人として言われると ， 

丙では理解しにくい。 

冶 、 日けヮト石じザあ ・ ほ下 ・ 

  
中
丞
 

の
指
 

し
通
 

難
く
 

は
全
 

で
が
 

 
  

 
Ⅴ
 

。
 

な
 

い
ら
 

ネ
 …
。
 ガ
 

考えろれること 

・聞き慣れない 言葉を，正確に 叩き取ることがむずかし い 。 

・耳からの情報を 記憶しておくことがむずかしい。 

，雑音や他の 話し声から目的の 話し声を選び 出し ， 集中して 聞 くのが苦手であ 

る 。 

・問いた高架のな 味が分からない。 

・聞いてはいても ， 十分に聞き取れていない。 

・ 小 t な 声が明き取りにくい 場合は， 軽度難聴の疑いもあ る。 ( 養護教諭と相 

談したり， 専門家に相談することを 勧めたりする 必要があ る。 ) 

支 授への手がかⅡ 

せ浬 なを引きつけて》 

・声をかけたり 肩に手をおいたりして ，注意を引きつけてから 話しかける。 

・目の高さを 同じにして話しかける   

《舐は具体的に 短く》 

・やさしい表現を 川 い ，理解しているかどうか 確認しながら 話す。 

( 視究的ぢ拍 助手段な 取 al 入れて》 

・耳から聞くだけでは 集中できない 場合， 絵や写真・プリント・ 板苦 ・カード 

ど む の視覚的 怖 報を用いて，集中を 助ける。 
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具 体 伍 

( 用 口を碩 由 とき ) 

・最後まで叩き 取らせてから ， 取りかからせる。 

・簡単なメモを 取らせる。 

・頼む用布を ， 1 つ つ 2 つ つ 3 つと増やしていく   

ひ閃 く 耳 」 な育 てる皓の般 定 》 

・読み 開 かせや朗読の 場を設定する。 

C 「 閏く耳 」 な 育てる 遊び なする》 

例えば， 

ア しりとり       ‥・語尾Ⅰ字のしりとり 

語尾 2 字のしりとり 

知っている名字のしりとり 

友達の名前のしりとり 

( 言われた人が 手を っ ないでいくのも 楽しい ) 

・名字のしりとり 

あ きづきしも ヒつ とよた づ たにわき 

・名前のしりとり 

ま ゆづ ゆみ つ みつる 

さや づ やすこ づ こ う へい 

ィ 伝言ゲーム       始めは， 短 い 文で 3 ～ 4 人くらいから。     

ホリーダ一の 言った動物の 名前を覚えておく。 そのことばがいくつの 

背からできているかを ， 聞き分けることが 大切。 

「船長さんの 命令」 ( 船長さんの話を 最後まで聞いて 指示に従 う ゲーム ) 

ネ 「 船 捷さんの命令です。 ・…‥してください。 」 と言 うと ，かんなは 

言われたとおりにする。 「船長さんの 命令です。 」がない時は 従わ 

ない。 

ゥ なぞなぞ 
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括 すこ 仁が苦手 拾 子のり 合 

具体的 拾子ど 弓の姿 

・自分からはあ まり話をしたがらない。 

・人双で話すことをとても い やがる。 

・言葉に詰まって 自分の言いたい と を   
話すことができない。 抵 てこ ぢぃ 

・発音がはっきりせず ，何を言っているのか 
  
ス ー，ヒ 

あ の 一， -       
分かりにくい。 

・指示代名詞 ( あ れ、 これ等 ) が多く出てくる。 

・学年相応に ，順序立ててまとまった 内容の話をすることができない。 

  ・話題と合わない 話をする。 ( コミュニケーションに 問題は ?)   

考えられること 

・語彙が少ないため ， 言いたいことをど う 表現していいか 分からない。 

・物事の記憶がしにくいため ， 起こりたことを 順序立てて整理できない。 

・発音しにくい 昔があ ったり昔が抜けたりと ，発音上の門題を 抱えている。 

・助詞や接続詞など ， 文法が理解できていない。 

・聞き取る力の 弱さから， 相手の言ったことがわからない。 

・相手の表情やまわりの 状況，文脈を 理解することができない。 

・発音のしにくさや 会話の成立のむずかしさから 失敗経験が多くなり ，話す 

ことに抵抗感があ る。 

支援への手けかⅡ 

0 曲各を 亜 理して分かⅡやすく 括す》 

・教師は，話の 前に， 「いつ， どこで，誰が ，何を， どのように」といった 決 

まったパターンのメモを 使って， 物事を整理してから 話す。 

( 正しい表現有 法 を示 す 》 

， 子どもの 言 いたいことを 聞き取り ， 正しい文章にして 子どもに示す。 

例 : 「～ちゃんはこういうことが 言いたいんだね。 それからど う したの ? 」 

・助詞の使い 方や構文の誤りなどがあ る場合は，具体的に 物や絵を用いて 示し ， 

実際の場面で 確認しながら 理解を促し・ 正しい言い方を 示す。 

  話がずれてきたときには「～の 話だったよね」 とさりげなく 気付かせる。 
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《正しい 完 昔の牡 習 》 

・昔を正しく 聞き分ける力を 高めながら，少しず つ 発音が正しくできるように 

する。 

・音読や一斉読みを 工夫し ， 正しい発音を 身に付けさせる。 

《話す 怪験 をまくつくる ) 

・ 1 対 1 や 少人数の場での 少人数での会話から 練習し ， 話すことに慣れさせる。 

ソーシャルスキルトレーニンバ ( 「 人 との関係がとりにくい 子の場合」を 参照 ) 

( 話しやすい雰囲気づくし 1) 

・温かく安心感のあ る雰囲気づくりを 心がけ， 十分に時間をとって 聞     

具 体 何 

( 「だれか，いっ ， むこで，何を・どうし 桂 」 亜珪 カード ( つ Ⅱント ) 》 

・話すときや 文作りの際には ， カード ( またはプリント ) を用意し ， 一つ一つ 

埋めていく作業をしてから ，そのことをみんなの 前で話す よう にする。 

・一人で難しいときには ， はじめは指導者が 聞き取って書いてみせることも 有 

効 。 その後，言葉を 増やしていくよさに 言葉がけをしていくのもよい。 

  できるだけ頻繁に 使い，定着を 図る。 日記や 1 分間スピーチなどの 機会を捉 

えて指導していく。 

  一人が一つずつ 言葉を考え ，又 として作っていくようなゲームを 導入として 

行 う など，楽しく 文を作ることができるようにする。 

ど ィ可 ど い た @ ヒ 。 

  
う し れ   

が し を で つ 

た   

  
七十 Ⅱ 目 2 テⅩ ・ ど れ う、 ・ 何を こで ヒ Ⅰ っ ¥ だむ 

倖 

《 干ジ カメを使って ) 

・出来事を思い 出して話すときには ， あ らかじめデジカメ 等で写真を撮って 

おき，それを 手がかりにしながら 話すことも効果的であ る。 

修
学
旅
行
 

ゲ
 

一
 
，
 
巷
 
壊
し
 

ザ
尼
久
は
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寺
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ん
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（ 読むことが苦手 ぢ 子の垢 含 ） 

一 - 七具体 的 ぢ子どもの姿Ⅰ 
0 文字の認知の 段階で 

・ひらがなが 読めない。 単語のまとまりとして 読めない。 

・カタカナが 読めない。 

・物音や長音を 一昔として読めない。 

0 音読の段階で 

て @ ァ 

  
・文節読みができない。 目 @ Ⅱ ヒ 

ウ [ 芋 ? 
・音読を嫌 う 。 

ワて ぃマ 

・文中の語句を 抜かしたり， ・ く 
Ⅹ @@ Ⅹ ¥,   り       

行 をとばしたりする。         、 & 零，、 
，文末などを 違 う 言葉に置き換えて 読んでしまう。 

，漢字を読みこなせない。 

0 文章の内容理解の 段階で 

・文章の内容についての 質問に答えられない。 

・文中の登場人物の 気持ちが読み 取れない。 

考えろれるこ 色 

・形や文字の 区別がうまくできていない。 

・文字と キ とを結びつけることがスムーズにできない。 

  はらはらの音をつなげるのに 時間がかかり ， まとまった意味のあ 

ることばとしてとらえられない。 

・語彙 力 が弱い。 ( 知っていることばが 少ない。 ) 

・読みを進めていて ， 次に出て来そうなことばの 予想、 ができない。 

・紙面から， 見たいところだけを 読んで見続ける 力が弱い。 

・漢字の読みでは ， 帝や訓での音の 変換が複雑でむずかしい。 

  記憶に弱さをもち ， 次々と出てくる 文章を読んでいる 度に双の文 

章 が消え去っていく。 

  抽象居、 考や関係づけの 力 の弱さがあ る。 

・見え方に問題があ ることも考えられる。 ( 養護教諭と相談したり ， 

時には中門家に 相談することを 勧めたりする 必要があ る。 ) 
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支援への手けかⅡ 
( 形の区別の憶 甘 ) 

・形はめパズルなどの 図形の弁別の 学習を取り入れる。 

・ひらがな一字一字のちがいを 見つけさせる 学習を取り入れる。 

  子どもの名双を 苦いたカードを 目につく場所に 貼り， 文字に慣れ 

させる。 

  カードを使って 蝉語をすばやく 読み取る練習をさせる。 

< 興味あ るちのや 舟近ぢ ものな 手 けかⅡに 沖 

・ き りんの 「 き 」 のように意味と 結びつける   

・読める文字を 中心に教え， 意欲をもって 取り組めるよ う 配慮する。 

・絵があ るもの， 興味をもてるもの ， 短いもの， 楽しみなから 中身 

の 判断できるものを 教材として選び ， 文字に親しめるようにする。 

・漢字の学習では   課題を少なくし ， 自分の名前や 身のまわりの 漢 

字について， いくつかの読み 方があ ることや， 意味があ ることを 

理解することから 始める。 

( 読卸 な助ける枚はや 指 音の工夫 ) 

・文字を指で 押さえながら 読む等， 読む 所 だけをⅡ立つようにする。 

・板書の字の 人きさを変えたり ， 工夫してプリントを 作ったりする。 

・記憶を補 う 手段を工夫する。 ( アンダーラインを 引くなど ) 

具 体 冊 

《ひらかキ弁一つすつけ 《単語を圭とまⅡとして 

正しく輔助 ぢい 恩金 ) 輔祐ぢい % 台 ) 

段階に合わせて 

カードをつくる。 

    

 
 

 
 

1 9  ; ん ; ご 

り
 

く
 

め
 

く
な
 
る
 

や
ド
せ
 

ば
 

一
ま
 

す
 

ヵ
説
 

や
か
ん
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《背景から見たいとこうだけを 選んで見様ける 力の㏄ い % 台   

  

 
 

吉
 

ソ
几
億
犠
 

よ
り
も
ま
っ
 黒
 。
お
よ
ぐ
の
は
 

だ
れ
よ
り
も
は
 

や
っ
た
。
 

み 
ん 
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赤 
ⅤⅡ 

の 

Ⅰ @ @ 『 

  

び 
き 

古 @ Ⅰ 。 

す @@ 
は 

か 

ら 

す 
よハ り や @4 

い 
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も 

ま 
Ⅰ コ 

黒 
  

ひ
ろ
い
海
の
ど
こ
か
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 さ
な
魚
の
き
ょ
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だ
い
た
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が
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楽
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く
ら
し
 て
い
た
。
 

  

"-     

Ⅰ行力 め スリットをあ けた厚紙 

を使い， 今 読んでいる場所しか 

見えないようにする。 

｜ヤ 

米 下敷きで隠したり 定規を当てる。 

i 

米 捕で押さえながら 読む。 

と徐々に簡単な 方法にする。 

"""" 一 

 
 

、
 
亡
 ，
 
一
 

みル 

比 Ⅰ ナ 

  

ヵ 

1' Ⅰ レ 。   
  そ " ゴ ・ l 、 
    

  
  

  
な
一
 

め
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へ
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し
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る
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い
 

終
生
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る
 

文
末
 

文
 

ム
国
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目
 

 
  

 レ
ス
 

，
 込
 
、
 

は
き
 

軒な 中心にし七 % 台 ‥‥・た こ Ⅱ 読併 ， 甘 続か苦手 ぢど ) 

音読の 力 は， 授業でつける。 

正しく読める づ                 ，       ・     を原則とする。 

む 。 

追 い 読み     ・教師が読んだのと 同じ   - 文を子ども全員で 読む。 

Ⅰ
 

  , 太一文読み       ト どもど う しで交代して 読み ， 

企典読 み 読 み方を チェックする。 

』
 

先生の前で     ・緊張の申で 読む。 
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( 下手 を読併こぢせぢい % 台》 

・ゲームで漢字を 覚えられる よう にする。 

漢字カルタで ( 読み札と漢字をマッチンバするゲーム ) 

パソコンの漢字の 学習ソフトで 

新聞や広告からの 漢字探し 

( 穴の内宮 を輔卸 取れ ぢぃ % 台 ) 

ア 短文から学習する 

回 。 ""","" 、 、 """" 。 

質問 「何色のチューリップが、 さきましたか。 」 

分からなければ 赤いを他の色に 置き換えて考えさせる。 

練習を積み重ねると ， 質問に対して 答えをさがそうとす 

るようになる。 

ィ 実用にっながる 文を読む 

( 簡単なもの作りを 文を読みながら 行 う 。 ) 

( 伝言の書いてあ る文を読む。 ) 

( 文を読み， 宝物さがしをするなどゲームを 行う。 ) 

( 手紙やマニュアル 本を読む。 ) 
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・高学年以上の 場合 

物語や説明文の 読み方の基本を 教える。 

大切なことがどこに 書かれているかや 段落などについての 意味を 

教え， 焦点を合わせて 読めるよ う に短い文で練習する。 

( 段落ごとに見出しをつけるなど ) 
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（ 書くこしが苦手 ぢ 子の場合 

  に 具ィ本 

・読みにくい 字 

・マスや行から 

・黒板の字が 視 

・鏡文字をよく 

・ 勒 昔や促音な 

・書き順を覚え 

・聞き取り く 聞 

・当て字を書 い 

・作文や日記を 
Ⅰ 

的な子どもの 姿 り 

・を書く。 

はみ出す 

耳できな 

幸 く   

どの表記 

にくい。 

いて書く 

てしまう 

書くこと 

  

し玉 0 

を間違う。 

) が 苦手であ る。 

  

が苦手であ る。 

。
 ン
 Ⅰ
 
つ
ン
一
 
-
 
Ⅹ
 
 
 

フ
 

考えられるこ し 

  目 と手の協調がうまくとれない。 

  文字の形をとらえたり 記 ， 漁 することが苦手であ る。 

( 部分が抜けたり ，違 う 形になってしまう ) 

・聞いた言葉と 文字の形を結びつけて 記憶できない。 

(/ 」 へ さ し Ⅰ「 や、 ゅ、 @ 、 ， 」のような特殊音節を 間違いやすい ) 

・語彙が少なく ，決まりきった 表現しかできない。 

・経験した記憶があ いまいになっていたり ，すっかり忘れている。 

・聞いたことを 書きとめる力に 弱さがあ る。 

支援への手けかⅡ 

く 目と手の協 麻 硅を高める》 

・指先の作業を 多く取り入れる。 

《音を閃き分ける 力を高める ) 

・言葉遊びを 通して，文字の 表す昔を開き 分ける練習をする。 

( 拒 害の工夫 ) 

・色によって 見えにくいものがあ るので，子どもの 実態に合わせて 工夫する。 

・文字の大きさや 内容，分量等について 教師が自己評価し ， 常にわかりやすい 板書を 

心 がける。 
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具体位 
く 文字 けう 安く甘け ぢ い場合 夢 

ア 線を引く練習をする。 

* O *   ナ * 
ム ム   

  

ム 口 
  
  

ナ O   
  

* * * * 

イ 文字をなぞる 練習をする。 ( 始筆 と終 筆を意識して ) 

  

Ⅰ Ⅰ   

    

く 
    

  

ⅩⅠ     

ノ ウ トや プリントを工夫する。 

マス日の人きさや 行幅の広さの 違う用紙を準備し ， 子どもの書きやすいもの 

な 使 う 。 

ゑ 漢字 け 覚えにくい % 台》 

ア 「へん」と「つくり」に 分け，意味のあ るまとまりとして 学習する。 

イ カードを使って             ・部首合わせ ( 部首の呼び方と 部首のマッチンバ ) 

，漢字 札と 読み札のマッチンバ 

・熟語づ く り 

  
琳
 

へ
 s
@
 

さ
  

 
  
め
 も
 

  

  ダ 

や
 

や
 
㌃
 

 
 

 
 

 
 

  

/
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Ⅰ
 

 
 

  回 
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弍
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言
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き
ぱ
 

捕
 え
 

ウ
 

《 臆脹 の 字 な視写しにくい % 台》 

ア 視 写する部分を ワク で囲む。 

イ 視 写しない部分は 消す。 

メモやプリントをノートの 横に置いて，書き 写す。 

隣の子のノートを 見せてもら ぅ 。 

ウ 視写の トレーニンバをする。 

    

す
 
。
 

 
 

聞
き
 
 
 

く
 
 
 

 
 

-
-
-
-
 
 
 

-
-
-
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な
う
 

た
い
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と
 

一
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亜
目
 

 
 

分
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4
%
 

  
Ⅰ
・
・
 

イ
 

      苦く順に話を 聞いて，書き 取っていく。 ( 口述筆記をする ) 
  

  
  
  

    口述筆記したものを 見ながら， 書かせる。 
  
  
  
  
  

Ⅰ 里 四二章二ヰ， 千接 け % Ⅰ -% 分 生婆 ヰ上 エだヌー， --  -------  -  ---  - 」 

Ⅰ 
Ⅰ 而 " 粟ぶあ 而正 " 宅 "< 、 >   モ苦言 蒔 " 手い玉 ぢ ] ざ喜 ぎ下で 坊 "___   ド産池砧丁ぎ 二 「 

は
じ
め
に
 

つ
ぎ
に
 

そ
れ
か
ら
 

さ
い
こ
に
 

 
 

 
 

    
                                                                                                                            -  ---/ 

( 高学年で 接技肝 きの子の眠 台 ) 

パソコンを補助手段として 使うことも一つの 方法。 

  

ユ
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  計算が苦手ぢ 子の場合 ) 

具体的 ぢ子 どちの姿 
・繰り上がりや 繰り下がりがわからない。 悠ヮ 

T2 ヲヴ 
・かけ第九九の 修得がむずかしい。 Ⅰ・ の・ 

  
つつ つ 

・かけ 算 ・わり算の筆算で 位がずれる。 

・分数，小数の 意味や表し方がわからない。 召白 ( 。 五ケ も。 「ていくぢ どア ・ペイⅠ %  T@. @ 寸 ?   
  
0  ね，げ ・       

・加減乗除を 適切に用いることができない。 &2%     
・計算が確実にできない。 

考えろれること 

・数の概念が 未熟であ る ( 数についての 感覚が成熟していない ) 。 

・記憶することが 苦手であ る。 

・順序立てた 思考が苦手であ る。 

・空間 位毘 関係の感 党 が弱い ( どこに何を善くかわからない ) 。 

・筆算などで ，数を具体的に 操作することができない。 

支援への手けね、 ム ) 

( 学習へ Om 機 付けな図 6 》 

  Ⅱ 的 意識をもって ， 主体的に取り 組めるよ う に ， ゲームなどを 活用して， 子 

どもの動機づけを 図る。 

《 捷冊 念の吉成 ) 

・ロ持生活の 中で，数える 経験を増やすなどして ， 数についての 感覚を豊かに 

する。 

く音 材枚具 0% 夫 》 

・タイルやお 金など其体物を 活用する。 

・計算に自信がもてるまで ， 九九カードや 計算下敷きなどを 持たせる。 

・位取りが 正抑         にできるように ， マス目のノートを 活用したり，各位の 数を色 

別に示したりする。 

・問題数を少なくして 余白を多く取ったり ，大きな字にしたりと ，計算の負担 

感をなく す 。 

・「たてる・かける・ ひく ・おろす」 ( 割り算の筆算の 場合 ) などといった 司 - 

算 の 丁順 をわかりやすく 表示す。 
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見   任 

< マス目を使って 一 i0 の合成分解一 ) 

イ / イソ フソ イソ フノブノブ "   
  

Ⅰ 

    

8 11,I,J,I, フ ， フ ， 1, Ⅰ 

1 0 マスを描いた 用紙を準備し ， 半透明の物でマスをかくすと ，かくした 

数の補数がわかる。 

《ウイル な 使って一株Ⅱ士かⅡのあ るたし 簾 ・ 繰 Ⅱ下がⅡのあ るひき祥一》 

8 4, 4 なら 「 2 一 6 なら             

        
5 5 
の       
タ   
イ 

)V   
8       

  
  

    
    

  
  

: 8 は， 1 0 より 2 小さい。 
  
  : 1 2 は， 1 0 と 2 の 和 。 

  
  

  
  
  

  
  

: Ⅱは ， 2 と 2 の下口。   
        1 0 から 6 をとって 4 。   

      
  
  

: 8 と 2 で 1 0 。 
  
  と れ 2 で 6 。 

  

  
  
  

      l 0 と 2 で 1 2 。 
    
    

  
  

  
  
  

  
  

  
  

I@                                                               I       
& カードを使って 一かけ簾の臆 味 を視 完 的に知らせる 一 ) 

⑧ 2 X 4 ⑧ 日日日日 
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( 四則計算の定時・ 習 恩を目指して ) 

前回のタイムをもとに ， 自分の目標タイムを 

解 ② 2 5 マス計算③ 5 0 マスかけ第九九④ i O 

始業双や放課後等にドリル 学習の時間を 設定 

の積み重ねが 大切であ る。 また，計算プリント 

を 用意して，子ども 自身に選択させ 等，主体的 

る 。 一人一人の能力を 伸ばし，満足感を 感じ取 

2 5 ％ ヌ、 (+)- 計算 尺 同 名前 

Ⅰ 巨   

決め① 1 0 までの数の合成・ 分 

0 マス計算と順次，進んで い く。 

し ， 計算力 め 定着を図る。 毎月 

やドリルは ， 様々な段階のもの 

に取り組ませる 工夫が必要であ 

らせたい。 

2 5 間 (+) 計算 llll ノ l 

目標タイム 分 秒 

6@ +@ 9@ = 6 + 8 二 

5 + 9 二 5 ,T. 8  二 

9@ +@ 9@ = 9@ -I-@ 8@ = 

7@ +@ 9@ = 7@ +@ 8@ = 

8  -1-  9  二 8  {,- 8  二 

日
 

  タイム 分 秒 正答数 Ⅲ 日 

  
[ 問題用紙の例 ] 

  

マス目での計算が 苦手な子どもには 横書きの問題用紙を 用意するなど ，個々 

の実態に合わせた 配慮をする。 

個々に記録用紙を 持ち ， 自分のタイムや 正答数などを 記録していくことで 成 

果を実感できる。 

題
 

 
 哀

別
 

つ
 

使
 

T
 
，
 
Ⅱ
Ⅰ
 

@
 

ト
を
 

 
 

１
 
%
 
と
 
Ⅰ
 

 
 

シ
 

ウ
 

①
 

 
 

Ⅰ
 

7
%
 題

口
 

 
 工

 
考え方 7 X ロ二 7 3 X ロ二 1 5 

② 割り % 1 4 - 7 二口 4 2 - 6 二口 

考え方 7 X ロ二 1 4 6 X ロ二 4 2 

( じ 割り % 22 1 干 7 = 口 2 4 - 2 二口 

考え方 7 X ロ二 2 ] 3 X ロ二 2 4 

④ 割り算 2 6 千 7 二口 6 4 - 8 二口 

穴 あ き九九の答え 二割り算の答えということが 目で見てわかる。 
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  推輪け 苦手ぢ子の場合   

  
Ⅰ 具体的 ぢ子 ど七の姿 ｜ 

・簡単な図形を 模写することがむずかし い 。 

・時間の概念を 表す言葉がなかなか 理解しにくい。 

・筋道を立てて 考えることが ， むずかし い 。 

・学年相応の 簡単な文章題を 解くのが苦手であ る。 

( 四則の活用の 仕方や数量関係がわからない。 ) 

  ものさしや計器の 目盛りを読むことが ， 得意ではない。 

，表や グラフに表したり ， その特徴 

を 読みとることができにくい。 

・先を見通した 行動がとりにくい 

め て， トラブルが多い。 

( 「衝動的な行動をとる 子の場合Ⅰを 参照 ) 

  

考えられること 

・空間の認知能力が 弱いため， 図形の特徴をとらえるのがむずかし い 。 

・文章を読み 取ることが困難なので ， 問題の意味を 理解するのがむずかし い 。 

・推論・論理的思考ができにくいため ，課題をどのような 方針で解決して い け 

は よい のか見通しを 立てることがむずかしい。 

・抽象的な表現を 理解することがむずかしい。 

支援への手けかⅡ 

( 故材 敬具の工夫 ) 

・具体物を用いた 操作活動を取り 入れる。 

・安全で ， 使いやすい道具を 選ぶ。 

・問題文の内容を 図や手順表などを 利用して，視覚的にわかりやすく 示す。 

・時計やものさし 全円分度器など 理解しやすい 教材を用いる。 

・生活の中での 算数的場面を 教材化する。 

4 スモールステ ， v ワ とき め紐 かな支援》 

・課題の質や 分量を工大し ， スモールステップで 取り組ませ自信をつける。 

・問題文を読むときに ， 要点に印を付けながら 読むようにさせる。 最初は印を 

付けるところを 具体的に教える   
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具体制 
く % 笘 の大主題を解く % 台 ) 

・具体物を使って 問題 文 どおりに操作さ せ ，文章題の内容を 理解しやすくする。 

・複雑な問題文は 短く簡単な文になおしたり ，考えやすいように 内容を整理し 

て示したりして 理解を助ける。 

・問題 文 を図や絵を用いて 表現し， 内容を理解しやすくする。 

・用語や公式を 覚えられない 場合は，掲示したりカードなどに 書いて持たせた 

りして，定着を 図る。 

・小数や分数を 含んだ問題では ，整数に置き 換えて考える。     
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｜ ㌧ 注意が散Ⅱやすい 子の場合 ） 

具体的 ぢ子 どちの姿 
・学習や係等の 仕事， その他の活動で ， 失敗をすることが 多い。 

・学習や遊びの 中で注意を持続することがむずかしい。 

  直接話しかけているのに ， 視線が合わず ， 聞いていないように 

見える。 

  学習や係の仕事等に 根 

  指示に従えず ， やらな 

ことを最後までやり 遂 

  活動を順序よく 行 うこ 

  持ち物をよく 紛失する 

  問 いたことをすぐ 忘れ 

  海口， 習慣としている 

気 よく取り細 

ければならな 

げられない。 

と がむずかし 

  

る。 

活動を忘れて 

みにくい 

い 

い   

しまうこ とがあ る。 

考えられること 
・注意の持続が 短いために，意識的にひとっのことに 集中できない。 

・刺激にすぐ 反応するため ， ひとっ <7) ことに集中できない。 

・指示とは関係ない 周囲の物や皆に 注意が向いている。 

  目的を達成するために 計 倒したり， 以前の経験を 思い出して応用 

することが得意でない。 

・聞いてその 場で短い間だけ 覚 えておく記憶に 問題があ る。 

・総合的に判断するのがむずかし い 。 

支援への手がかⅡ 

《座席の位置を 瓦庇する》 

・その子が落ち 着ける位置や ， 友だちがよく 見える位置にするよう 

配慮する。 

《注文をむかせる》 

・意図的に名前を 呼んだり， 肩に手をかけたり ， 絵や写 其など日か 

らの情報を用いたりして ， 子どもの気持ちを 教師や学習の 方に向 

けさせる。 
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・教師は注意が 散りやすい子どもと ， 視線を合わせながら 話す。 

・指示は， 兵体 的なことはで ， 短くはっきりと 指示する。 

( 荷 う苦い 杷琳暁 づくⅡ > 

・音の刺激や 興味をひく掲示物など ， 刺激の多いものをできるだけ 

取り除いた環境をつくる。 

・保護者と協力して ， 子どもの持ち 物は， 学科に必要な 物だけにし 

て登校させる。 持ち物にはすべて ， 名前以外にも 目印をつける。 

・場所の移動の 際は ， 必ず持ち物を 確認する習慣を 身につけさせる。 

・毎日繰り返させる 活動をカードなどに 書き ， 日で見て分かるよ う 

にする。 ( 実態に合わせて ， 絵や文字で ) 

く 作業に集中できる 手 七て ) 

・作業や課題は ， 子どもの実態に 合わせ， 負担にならないように /J 、 

くに分け， 見通しが立てられるようにする。 

  注意集中が途中でできなくなったら ， 時間を決めて 休ませる。 

鴇も ガ 理解への手だて ) 

・作業内容を 筒 条丼 きにし， 活動の順序を 子どもと一緒に 考える。 

( 実態に合わせ 絵 カードを利用 ) 

・好ましい行動のモデルを 子どもにわかりやすく 示す。 

具体用 
( 朝 欽定に入って 何なしていいか 分から ぢい % 台 ) 

Ⅰ 

:         ①         「おはよ   う     ございます。   」を言     う   。                                                 

        ランドセルをおろす。 

          宿題を出す。 

      ④ランドセルの 中のものを づ くえの中に入れる。 

」 - ⑨‥ ニど - ドエ ㍗空ヰニ ーヲ - け - タ。 -  --  --  --  --  --  --  --  --  --  .-  -/ 

  
1 つめ 二苦 動桝   終わるご 、 乙 = 也 - ドを 外したり 

  
大女 穏ぢ もので・ 

印な っ l 丁 ャ， ・ ノ 」 て擁言紬 こ市 る 
お Ⅰま い 

絵 カードから 文 ， 1,0 カードに， 最後は， カードがなくても 行動で 

きるよ う にほめながら 指導し ， 徐々に取り除いていく。 
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落ち着きの ぢ い子の場合 

  悼 体 l 

・手足をご ィ 

させてい ナ 

・授業中に， 

  じっとし「 

  じっとで モ 

立てられ ナ 

・静かに避メ 

・おしやべし 

止めようと 

し 

的
 
ぢ子ども の姿 

?@- ご そとよく動かしていたり ，席に 

こりする。 

勝手に教室から 出たり，席を 不用 

: いなければならない 時に走り回っ 

主ない， または， 突然何かに駆り 

こように動き 回る。 

ぼことができない。 

) が 多く， 注意されても 

; しない。 

着いていても 体をもじⅡ 

柿
副
 

寓
 

に
り
 

 
 

たりする。 

、 所 登った りす 

丹
哩
 
。
 

 
 

ア
Ⅰ
 

 
 

一
 

・
コ
 

考えられること 

・身体面・生活面などで 落ち着けない 原因があ る。 

・その子どもにとって 気になるものや ， 興味をひくものが 近くにあ る。 

・行動を抑制する 機能がうまく 働かない等，脳内のド ー パミン等の神経伝達 物 

質 に問題があ る。 

支援への手がかⅡ 

( 先ずは，思いを 俺け 止める》 

・望ましくな い 行動には理由があ ると考 え，頭ご なしに叱らない。 

《 わか Ⅱやすい指示な 与える》 

・ルールや指示などはわかりやすく 短い言葉ではっきりと 示す。 

・活動しやすい 環境を整え，集中力の 持続時間に配慮した 課題を与える。 

・自分で取り 細める目標をつくる。 

《自分に自信をち 七せ る》 

・努力していることや 身につけてほしいことができるようになったら ，すぐに 

ほめるようにする。 

  自分をコントロールする 方法を身につけさせる。 
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具 体 仇 

《授業中・席を 屋 れ ・ 学 習に集中でまにくい 子の皓 合 ) 

・「席を離れたくなったら 静かに手を挙げて 先生に知らせる。 」 「席を離れられ 

るのは 2 回まで。 」など，授業中のきまりを 児童と相談して 決める。 席を離 

れる際は指定されたフリースベースで 過ごすことを 約束する。 め あ てが守れ 

たら，必ずほめる。 きまり ( ルール ) は ， 望ましい授業の 態度が身にっく 内 

容に少しず つ 変えて い く。 

・授業の中で 活躍の場をつく っ たり，教材を 配布してもらったりするなど 動く 

ことができるよ う にする。 課題が一区切りついたときの 気分転換の方法を 決 

めておくのもよい ( のびをする， 好きな本を読むなど 几 

・あ らかじめ授業の 終了時刻と，それが 終われば何ができるかを 知らせておく   

例 「 0 時 0 分で算数のお 勉強が終わるよ。 その後の 1 5 分間は ， 外で遊ぶこ 

とができるよ。 」 など 

・「先生を見て ， 話がよく聞けているね。 」などのように ， 望ましい行動が 見 

られたらすぐほめるようにする。 

a 宙 しゃ ぺ Ⅱが チく ，ときろない 子の眠 含 ) 

・しゃべってよいときとよくないときを 視覚的に知らせる。 

・静かにすることを 知らせる 絵 ( 口にひとさし 指をあ てている絵など ) を う ち 

わに貼り， 教師がそのうちわを 持っているときは ， ロを閉じて話を 聞くとい 

うルールをつくる。 なかなか話がとまらない 子どもには， そのうちわを 目の 

前にもっていくなどして ， 注意を う ながすことができる。 

  
捷俺   

  くだものの模型などを 用意し， それを押っている 人だけがしゃべることがで 

きるというルールをゲーム 感覚で楽しむ。 くだものを 丁 渡したり   さっと 取 

り 上げたりしておしゃべりをやめる 感じをつかませる。 
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1 面 曲的 ぢ行劫なとる 子の円 台 「 

  Ⅰ 見付 

， 急 、 に席を離 

飛び出した 

・すぐに 手 ；     

かっとなっ 

， 烏 、 に怒り 汁 

・しゃべって 

場面で ， 一 

・遊びの時な 

割り込んだ 

し 

的 な子ど 七の姿 
自 れたり， 教室から 

．りする。 

咄 てしまったり ， 

・ て 物を投げたりす 

@ す 。 

・はいけないような 

・ 方 的に話し出す。 

; ど 順番が待てず ， 

: りして絶えず トラ 

考えられること 

・言語 押 解や対人関係の 理解などがⅠ - 分でなく， 周りの状況を 理解することが 

むずかし い 。 

・先のことを 予想することがしにくいため ， 自分のしたことがどういうことに 

なるのか分からない。 ( 「推論が苦手な 了の場合Ⅱ参照 ) 

  問題の回避 や ， 周囲の注目を 集めようとする 行動が習， 貰 化している。 

・子どもが衝動的な 行動を起こす 原因になっているものがあ るのではないか。 

( こだわりや知覚過敏などはあ りませんか ? にだわりが強 い この場 引 参照 ) 

・中枢神経系の 機能がうまく 働かず，行動を 制御する力が 弱いのかもしれない。 

・幼児期に ネバ レクト ( 育児拒否 ) や虐待を受けていることもあ る。 

支援への手がかⅡ 

《達成 臣 千三千 テ 古 うせ 自信を っ Ⅱ す る》 

・正しいことを 教え ， 少しでも改善が 見られたときはほめていくよ う にし， 子 

どむの自己肯定感が 高まるようにする。 

  座っている時間を 始めから 4 5 分と考えるのではなく   5 分， 1 0 分の着席 

といった達成可能で 分かりやすい 目標をもたせる。 

  め あ てが達成したらたくさんほ め， 少しずつ長く 席に座れるようにする。 
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《行劫を吉 韓 する》 

・教室を飛び 出す時はすぐに 制止するのではなく ， まず肯定してみる。 

それから，少しずつ 条件を付ける。 「出て行ってもいいけど ，～してね。 」 

・動いたりしゃべったりしてもいい 時間や場所の 範囲を決めておく   

《 行 曲の原田を吉元 る 》 

・衝動的な行動を 起こしている 原因が何なのかを 考え，原因となるものから 遠 

ざけたり，刺激が 強くならないように 対応を考える。 

《 糠 帥の冷静な指導》 

  子どもの衝動的な 行動に，教師が 感情的になったり ，いちいち反応したりし 

ないように冷静に 対応する。 

・危ない行為自体はすぐに 制止する。 その後が大切で ， 先ず ， 落ち着かせてか 

5 本人の気持ちを 聞く。 その上で ， 何がいけなかったのかを 分かるよ う に 説 

呪 する。 

具 体 緩 

ゑ助 あ てカードシ 

ア め あ てを決め， カードに書く。 

例えば・ 0 5 分座る。 

0 先生の合図を 見たら， おしゃべりをやめる   

0 友達をたたかない ， など。 

米 めあ ては子どもと 相談しながら 決めていく。 少し頑張れはできそうな 

めあ てにすることが 人切。 一度に 1 つ ず つ 。 

イ め あ てが守れたらシールを 貼る。 

米 できるようになってきたことが 本人にも見てわかるようにしていく   

シールがたまれば 少しのごほう ひ を与えることも 有効であ る。 
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  人色の肋 帝が仁 Ⅱにくい子の 朋 合コ 

Ⅰ C 具体的 ぢ 子どもの姿   

， 場の状況にふさわしくないことや ， 見たままの事実を 口にしてしまう。 

，相手にはおかまいなしに ， 自分の言いたいことを 繰り返ししゃべる。 

・友達とかかわりたいと 思っているが ， うまくかかわれずにいる。 

・友だちより 教師と関係をとることが 多い。 

・一方的なかかわり 方をして迷惑がられている 

・ささ い なことでけんかになる。 

・自分の気持ちを 言葉にしたり ， 

  

人 に伝えたりすることが 少ない。 

・あ る特定の場面では ， 話したり，活動したりできなくなる。 
  

考えられること 

・場面の雰囲気を 読みとることが 苦手なために ，相手の気持ちや 都合を気遣う 

ことができなかったり ，共感性，想像力 ( 推測 ) が乏しいために 相手の気持 

ちを察することができなかったりする。 ・楽しみ・興味・ 達成感等を他人と 分かち合 う ことができにくいために ， 自 ら 

も 他者にこれらを 求めず， 二者間関係が 成立していない。 

  何らかの心理的要因により 過 緊張状態に陥る。 

支援への手がかⅡ 

0 人とのかかわ 村方をきめ細かに 指導》 

  トラブルの後で 本当はどうすればよかったのか 具体的なアドバイスをし 自 

分の言い方・ 行動から周囲の 人がどんな感じを 受けるのかを 考えさせる。 

・場面や状況に 応じたふるまい ( ソーシャルスキル ) や会話の仕方を 場面場面 

で 教えていく。 

  「うれしい」「楽しい」「悲しい」「痛い」「いやだ」などの 基本的な感情語を 本人の 

経験と重ねながら 教え， 相手の表情から 感情を読みとる 練習をする。 

( 田 Ⅱとの関係づくⅡへの 支援 ) 

頼 りになりそうな 少数の遊 ひ 相手を兄 つ け， ルールのやさしい 遊びや本人の 

得意な遊びをとりあ げて一緒に遊ぶ 機会を づ くる。 

  子どもの 言 かたいことや 気持ちを 言菓に 表して代わりに 伝えてあ げる。 
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具 体 用 

社会性など抽象的なことは 視覚的に図示して 説明してあ げましょ う 
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    人 とうまく生きていくための 能力 
  

    人の行勤や顔の 表情などで表されるその 場の状況や要求さ 

れている 行 助を示唆するサイン 

く 状況を理解し・その 後の名果を干潮する 力をつけるために》 

拷 林良手間 @; 走り回って 、 め 

㌦ ・ [A ぅ 5 と手 を ・ 7 回して ぃみ ) @ 

        ・ 帝 目色 げ l,@ そ Ⅱ・ 田すろ 
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キ 衆生 佳 ・み、 イ しし 斥 ( 沖知 j り 
レリ p"   り ・ ， ・ 

ソーシ 竹 広和 し松肝ド   
  

く トラフルが梓生した 原田と そ の解決方法を 考えさせるために》 

トラブルの状況を 絵に して説明 。 ( 実際に起きた ト 
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向。 
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を 振り返って指導する 時に有効 ) 

そ 空間や時間的文脈に 沿っ色気持うの 理解の七めに》 

  

蕊
 

ィズ沈 と % そしヱ 和好 妨 



」 ， コミュニケーションが 苦手若子のり 台 Ⅰ 

  ( 具 i 

・人に含み 
・言葉づか 

・周囲が理 

・話し方に 

・会話が一 

・周りの 人 

・共感する 

「ほほえ 

・だれかに 

場面に関 
  

本曲 ぢ子 ど七の姿 日 
のあ る言葉や嫌みを 言われても 気 

ひ が丁寧すぎる。 

解できないような 言葉のつかい 方 

抑揚がなく，感情の 伝わらないよ 

万 通行であ ったり，応答にならな 

が困惑するようなことを 言 う こと 

動作 ( 「 う なづく」 「身ぶり」 

む 」等のジェスチャ 一 ) が少ない 

何かを伝える 目的がなくても ， 

係 なく声に出したり ，独り言を言 

ィ
寸
 

かないことがあ る。 

  をする。 

う な話し方をする。 

 
 

 
 

考えられること 

・白ら発する 言葉は ， 多いものの話しかけられたことはが 理解できていない。 

  相 丁の立場に立って 状況をとらえたり ，相手とのやりとりから 相手の気持ち 

や意図することに 共感したり，言葉以覚の 情報を取り入れたりすることがで 
きないために 会話がうまく 進まない。 

支援への手がね 1 Ⅱ 

a 表現の仕方な 枚 える ) 

・適切な断り 方や助けの求め 方， 聞き返し方を 教える。 

・状況にふさわしい 話し方や会話のルールを 教 え ，練習させる。 

( わかⅡやすい 指示 ) 

・イラストや 文字を併用して ， 目と耳の両方から 刺激が入るようにする。 

・簡単明瞭に 話す。 

・分かりやすい 言葉，具体的な 内容で指示したり ，指導したりする。 

・「～してはいけません。 」ではなく， 「～します。 」「～しましょう。 」など 円   

定 的な言い方で 話す。 

《 ノ くとのかかわⅡ方の 笘 菩 》 

・ 絵 カードを使い ，本人の体験と 重ねて，様々な 場面での感情や 情動を言葉に 

する練習をする。 
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具 体 仇 

ゑ 表現することへの 支援 茅 

） 

 
 

チ リ込肝けダ ・ ズ， 

フ
ハ
 

 
 

ゆ
ゲ
 

  

ァ ～ て " ハヘ 

づ ワ 

  
そ 理解することへの 支援》 

宝 @ / 

ワ P 

0  0  て子 ろ ? " 。 ' 。 """' 。 @" 
ビウ して 00 しぢい の ? 

/,+ ナ @ 玉 

目 
  

 
 

・
）
 
、
 

Ⅰ
Ⅰ
 
て
 -
 

?
 

王
 i 

チ
 
し
し
し
 

Ⅰ
 て
 

O
O
O
 

O
O
O
 

/ オヮ、 りやすく 

ガ
 ㊥
 

窩
億
  
 

十 lL) 

ゑ人との相互作用への 支援》 

相手 -0 表情や様子から 状況を理解し   どのような対応 ( 声 かけ ) をすればよ いか 考える   
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仁 はわ Ⅱの強い子の 朋 台 ） 

具体的 ぢ子 ど七の姿 

・興味や関心の 対象が限定して い て， そればかりに 夢中になる。 

@ 図鑑的知識をもっていても 知っているだけで ，意味がわかっていない。   
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考えられること 
・新しいものや 確かでないものに 耐えきれないために 不安になる。 だから   

「同じであ ること」にこだわり ， 「同じであ ること」で女心している。 

・想像力 ( 推ね ⅠⅡ ) と創造性に問題があ るために， 特定のものにこだわったり ， 

同じれ %J を繰り返したりする。 また，柔軟な 思考や行動がうまくできない。 

支援への手けかⅡ 
( 自己肯定 臣 な高める ) 

・得た知識を 生かすことで 周りからの評価を 高め，本人の 自己肯定感を 高める。 

・すべての行動 ( 問題行動も同様 ) には，必ず 理比 があ ることを頭に 入れておく。 

《させる た めの指導方法の 工夫》 

・時間・場所の 区切りや気持ちの 切り替えは，今やっていることをやめさせる 

よりも，次にするべきことを 提示したほうが 有効なことが 多い。 

・時制の観念と 予定した活動の 順序を示すスケジュールを 常に教え・見通しを 

もたせて不安を 和らげる。 急な変更は避け ，変更を要する 場合にはできるだ 

け早急にスケジュールを 苦 きかえ， 内容も説明する。 

《 こ 患わⅡを占い 方向へ向ける》 

・限定された 興味，関心を 学習や活動への 動機づけを 商 めるために活用する。 

  「こだわり l が， 楽しみと息抜きを 得る手段となっている 場合もあ る。 

  口分の世界への 役人は，現実からの 逃避の場合があ る 0@ で ，現実世界での 活 

動 が理解できるよ う に活動内容や 指示の仕方を 工夫する。 
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具 体 冊 

ゑ 自分の持 う 拘にこ患わⅡ ， 忘れたⅡ ，ぢ くし 七 Ⅱするとうまく 対処でき ぢい ン 

ソーシャルスト 一リー : 状況と本人のとるべき 行 助を論理的に 教えるためのスト 一リー 

学校で勉強する 特にはいろいろな 道具を使います。 例えば，教科 吉 ・ 筆 

箱 ・ 赤 角帽・リコーダ 一などです。 たいていは，忘れずに 持ってきますが ， 

たまに忘れることがあ ります。 忘れた時やなくした 時にはとても 困ります。 

でも大上人。 そんな時には 先 化に知らせて 助けてもらいます。 それで OK 

なのです。 

く 正答・ 肝負 にこ患わⅡ・ 桂 うかったⅡ ， 負けたⅡするとひどく 助 括する ゑ 

ネ 言葉に興味があ り，新しく知り 得た言興を使いたがること ，形式化することを 好むということを 

利用して‥・ 合い言葉・決まり 文句・モット 一 

ド、 / 
V>7 之 で Ⅰ Ⅰ "   

陪， "     。 。 、     " 。 全 ロ調 梯果 輌 ㍗は /. ，   
ゑ やっ亡いることをやめて ，次の行 m に ぢかぢか 移れ ぢい 》 

  
本ァ杏 7 。 

ホ 言葉の指示だけではなく ，視覚的な手がかりを 使って II@ '>@ II.@ 'I 

見 " 

，紘 ?;  ト る     
肋 

    
ネ 望ましい行動を 増やしていくことで こ ・だわり行動を 減らしていく 

07-79 集めて 

:,l ・・ ・・ Ⅰ -.  っひ ， ..  を i, りみつ .  . / 

。 

評価する行動の 数は 2 ～ 3 程度， 

しだいに増やしていくとよか。 

    
  
@37 
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第 4 章 保護者との連携 
学校での取り 細みや関連機関との 連携を進めるためには ， 保磯 者の理解が 

必要になる。 子どもの特別な 教育的ニーズに 応えるための 数行実践を行 うた 

めには， 子どもがどのようなつまずきで 困っているのか ， そのためにどのよ 

うな指導方法があ るのかを， 保護者に説明して 協力を得ることが 効果的な指 

導 に結ひつく。 しかし， 様々な偏見や 意見の違いで ， 支援体制への 理解を得 

られない保護 名 もあ る。 その場合でも ， 担任だけでなく ， その子どものこと 

を理解している 者 ( 校内委員会の 構成員等 ) が， 学校での学習や 生活の様子 

をきちんと伝えていくことが 後々にも重要になってくる。 早期の支援が 効果 

的であ るが， そうできない 場合でも， 学校側からの 情報を常に保護者に 伝え 

ていく努力は 欠かさないようにしたい。 

第 1 節 特別支援教育についての 理解推進 
保護者の理解推進を 進めるには， 学校全体の理解推進が 大変克典になる。 

一人一人を人切にした 教育を目指す 特別支援教育は ， 特定の子どものためで 

なく，全ての ヂ どものために 大切であ ることを知らせるために 次のような 内 

容を伝えたい。 

‥ 、 - ‥ 、 ， ‥ ‥ ，、 - . - - . - - - . - - - - - ‥ ‥ ・ ， ， ・ - ‥ - , ‥ ・ - - . - - - - - . - - . - , - - - ‥ - , ‥‥‥・ ， ‥ ， ・ 

    
    

: . 子どもには， それぞれ個性があ り， 興味や関心， 能力などにちがい : 

      があ る。 一人一人が大切な 存在であ り，それぞれがよさや 可能性を       
    

:  もっていること。   
  

    

世紀の新しい l 教育では， 「一人一人のニーズ ( 必要とするもの ) : 

      に 応じた多様な 教育」が求められている。 特別な教育的ニーズ を       
    

:  もつ子どもたちへの 支援が必、 要であ ること。   
  

    

: . 学びにくさやつまずきを 知るためのチェックリストを 紹介したり，     

      気になる子どもの 様子を紹介したり ( 県教育委員会パンフレット 等 )       

      校内の支援体制を 紹介したりすることで ，教育相談ができやすい 環 : 
    

: 境を作っていること。 
  
  
  

; . 一人の子どものための 指導方法が，周囲の 子どもたちの 学習理解を ; 

;  容易にするために 役に立つことになったり ，教師や指導者が 子ども : 
    

:  たちの理解状況を 深く見るための 目を育てることになる。 
  
  
  

      
このようなことを ， P T A の懇談会や家庭教育学級， ， 校 だより等を通し 

て知らせていきたい。 
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第 2 節 個別の教育支援に 対する理解推進 
個別の教育相談を 保護者に勧める 場合，保護者が 担任や学校に 対して イミ信 

感や抵抗感をもってしまれないか ， 心配であ るという学校現場の 声を閃くこ 

とがあ る。 初めて教育相談を 勧められた保護者にとって ， 個別 検 杏や相談機 

関の話を凹くことは・ 大きな不安になる 場合があ る。 子どものためにすべき 

ことを考えるのは 担任も保護者も 同じであ るが， 考える方向が 避ってしまう 

場合もおこ リラる 。 教師として，保護者にアドバイスすることは ， 「子ども 

のために相談をした 方がよい。 」ではなく， 「指導する教師の 指導方針や子 

ども理解のために 資料が欲しい。 」 ということを 伝えることであ る。 相談を 

受けたことが 指導に結びっかないのであ れは， 相談や検査の 意味がない。 一 

人の子どもに 対する担任や 学校の双向きな 姿をみせることで ，少しずつ理解 

を勧めることを 目指したい。 そのためにも ， 先に書いたような 保護者への 情 

報 伝達を毎年十分に 行 う ことを引き継いでいくことが 大切であ     
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資料「 

チェックシート ( 徳島 版 ) 利用マニュアル 

5
7
 

3
 

 
 

る
お
注
が
れ
れ
次
に
 

2
 

Ⅰ
 
l
 



それぞれの 頃 口を 0 ～ 3 点の 4 段階で評価し 一つの領域 5 項Ⅱの合計がその 領域 

のポイントとなります。 少なくとも - つの領域で得点合計が 1 2 ポイント 以 」 : の場合， 

その領域において 顕著な学びにくさを 有していると 判断できます。 

② (7) 不注意・ (8) 多動性一衝動性 
それぞれの項目を 0 ～ 3 点、 の 4 段階で評価します。 0 点、 と 1 点は 0 ポイント， 2 点 

と 3 点は 1 ポイントに換算し - つの領域 9 項目の合計がその 領域のポイントとなり 

ます。 一 つ 以上の領域で 6 ポイント以上の 場合，行動面などに 顕著な学びにくさを 有 

していると判断できます。 
③ (9) 対人関係やこだわり 等 

それぞれの項目を 0 ～ 2 点の 3 段階で評価します。 全 27 項目の合引，がこの 領域の ポ 

イントとなります。 合計ポイントが 2 2 以上の場合，集団参加や 行動面などに 顕著な 

学びにくさを 有していると 判断できます。 
(4) 校内委員会 ( 仮称 ) 等での検討 

チェックシートの 実施により，学びにくさを 有していると 判断された子どもについては ， 
各学校で設置している 校内委員会 ( 仮称 ) 等において，チェックシー トの 結果や学習状況， 

社会生活状況等の 資料を基に，個別検査の 必要性，医療機関受診の 必要性，校内における 
今後の支援についての 方策などを検討する 必要があ ります。 支援の仕方など ，校内の全教 

職員で共通理解して 関わることが 大切です。 

3. 個別検査の実施，医療機関の 受診にあ たって 

チェックシート m で，顕著な学びにくさを 有していると 校内委員会 ( 仮称 ) 等で判断され 
た場合，個別の 心理検査 (WISC- Ⅲ， WISC Ⅲ， K-ABC 等 ) を実施し，領域別の 達成度から 
学びにくさの 要因を分析することができます。 また，医療機関を 受診することにより ，学び 

にくさの要因を 医学面からも 分析することができます。 個別検査や医療機関からの 情報によ 
り， よ り子どもの実態に 応じた対応を 考えることが 可能となります。 個別検査の実施を 勧め 
るか，医療機関の 受診を勧めるかについては ，校内委員会 ( 仮称 ) 等で十分な検討をしてく 
ださい。 個別検査については ，前述のポイント 数には至っていないけれども ，一項目以上で 
高 ポイントがついている 場合は実施をお 勧めします。 

個別検査の実施，医療機関の 受診にあ たっては，次のことに 注意をしてください。 

(1) 個別検査の実施にあ たって 
① 検査の目的，必要性などを 保護者に説明し ， 必ず保護者の 了解のもとに 実施をしてくだ 

さい。 
② 検査結果は個人情報ですから ，記録用紙等 (7 、 ) 管理を確実にお 願いします。 

③ 検査から得られた 情報を， 必 、 ず 保護者へ報告してください。 

(2) 医療機関受診にあ たって 
① 医療機関受診を 保護者に勧める 場合，その 必 、 要性 等を -l- 分に説明し，納得の 上で受診し 

てもらってください。 
② 医療機関受診は 必ず保護者に 行ってもらってください。 教師のみで 児 産生徒を連れて 医 

療機関へ行くことはできません。 
③ 受診結果は，保護者から 聞いてください。 教師が受診した 医療機関へ直接連絡すること 

はできません。 
④ 受診結果，診断名など ，職務上知り 得た情報であ るため守秘義務があ ることを常に 意識 

してください。 
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通常の学級の 中にも，学びにくさのあ る子どもがいます。 担当をしている 子どもたちの 
中で ， アの 項目で気になる 子がいないかチェックしてみてください。 

  
  

  

「 、 
，），「， I,L,I,1,1  ,1, フ ， フ ， 1, フ ，「， 1,1,1, フ ， 1, 

; 集団行動が Ⅰ 
Ⅰ 

  

  う まく 
  

    

  

; できない       
      

Lr, フ ， 1,1,1,1,1,1,1,1,1,1  , 「， 1  , Ⅱ 、   
  

  
L@@- 『， フ ， 1,1, 「， 1,1  , 一 ， ヮ ， 1  ,1,1,1, フ ， 1, っ ， 一 ， I  ,J  , Ⅰ 

  

      

    

  

  

  Ⅰ「，「 ) フ ，「， 1,1, 「， 1,1,1  ,1  , 一 ， 一 ， 1,1, ア : 二 % 「， ヮ ， J  ,I  ,1  ,1, 「， 1,1, ヮ ，「， 1, し ， 1  ,1,1 
  

へ I 

  

    

  

    
    遊べな い -, ｜ 

  

      

        了 し Ⅰ   

Ⅰ ノ ， イ ， フ ， ノ /1/ イ ， ヰ ， ノ ， イ ， ノ ， フ ， フ ， ヰ Ⅰ ノ 、 

; トラブルを   

  

  

  

    
    

し ⅠⅠⅠⅠ， 1,1  ,I  ,r ア ， イ ソ 1,I  ,J  ,J, ソソコ チェックシートⅡ へ 
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れめ。 -.," 麓 ] 気 づき 千ェツウ シート [ 小羊 扶 低学年用 ] 

学校 年 番号 性別 
  

気になる子がいたら ，以下の 

チェックが入った 場合 は， チ 

@ 

かるたとりやしりとりあ そび 

が苦手であ る。 

3 

友だちと話はするが ， 断片的 

で内容が伝わりにくい。 

5 
音読が苦手で ，文字や行をと 

は して読むことが 多い。 

7 

枠の中に文字が 書けなかった 

り，鏡文字が 多い。 

9 

2 桁の数の大小が 理解できな 
い。 

/7 
図形の特徴をとらえての 弁別 

ができない。 

/. タ 

授業中など気が 散りやすい。 

  
1 る 。   

Ⅰ ア 

自分の思ったことを 場を意識 

せずに言ってしまう。 

項目に該当するかチェックしてみてくださし 
ェッ クシート [fTT] へ 進んでください。 

乏 
簡単な指示でもことはだけで 弓 

は行動に移せないことがあ る。 

4 

「はい」「いいえ」などの 意思、 台 

表示ができない。 

6 

単語をかたまりとしてとらえ 吟 
て 読むことができない 

8 
黒板の文字を 書き写すのに 時 台 

間がかかる。 

/ ク 

たし 算 やひき算の計算をまちう 
がったり時間がかかったりする 

/ フ 

～から， ～まで， ～よりなど コ 

のことはの意味がわからない。 

/4 
活動に対する 注意の集中時間 弓 

が 短い。 

/ タ 

話を最後まで 聞かずに行動す 吟 

ることがよくあ る。 

/ タ 

あ る行動や考えに 強くこだれ与 
ることがあ る。 

-  60  - 

Ⅰ 。 

い ・ 7  .8  .9) へ 

(2  .7  ,8  .9) へ 

(3  .7  .8  ,9) へ 

(4  ,7  .8  .9) へ 

(5  .7  .8  .9) へ 

(6  .7  .8  、 9) へ 

(7  .8  .9) へ 

伸 。 。 ｜ 

(7  . 8  . 9)  へ 



                      ["-Q] 気 づき 千ェツウ シート [ 小学校高学年用 ] 

学校 年 番号 

気になる子がいたら ， 以下の項目に 該当するかチェックしてみてください。 

チェックが入った 場合は，チェ ツウ シート [f コヘ 進んでください。 
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5 
音読が苦手で ， 読みまちがえ 

たり，同じ行を 読むことが多い。 

6 

文字は読めるがその 内容を読 弓 

みとることができない。 
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77 
図形の角・ ロ ．頂点などの 特徴 

をとらえての 弁別ができない。 台
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77 
自分の思ったことを 場を意識せ 

ずに言ってしまう。 

性別   

( 「・ 7  . 8  .9) へ 

(2  .7  . 8  .9) へ 

(3  .7  , 8  . 9) へ 

(4  .7  ,8  .9) へ 

(5  .7  . 8  . 9) へ 

(6  .7  . 8  .9) へ 

(7  ,8  .9) へ 

7 け 

話を最後まで 聞かずに行動す 与 (7.8,9) へ 

ることがよくあ る。 

/ タ 

あ る行動や考えに 強くこだれ 弓 (7.8.9) へ 

ることがあ る。 
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，，， 。 。 -. 。 " の ]  痴 づき 千エ サ ウ シート [ 中学生 ] 

学校 年 番号 性別 
  

気になる子がいたら ，以下の項目に 該当するか テェック してみてください。 
チェックが入った 場合は，チェックシート [f コヘ 進んでください。 

プク 2 
少し複雑な会話になると 答えが いくつかの用事を 一度に頼む 吟 (1 .7.8,9) へ 

ずれたり関係のないことを 言 う 。 と ， こなすことができない。 

3 4 

相手が聞いて 分かるよ う に 整 会話中に「 4W 「 H 」の基本号 (2.7.8.9) へ 

理して話すことができない。 要素が抜ける。 

5 6 
助詞や文末を 読みまちがえる 文章は読めるがその 内容や理 号 (3.7.8.9) へ 

ことがよくあ る。 由を問われると 答えられない。 

ア 8 
黒板や教科書などの 文字や文 作文や日記を 書くことを極端に 台 (4.7.8.9) へ 

章を写すと，書きとばしがあ る。 嫌がる。 

9 / ク 

分数や小数の 意味がわからが 計算に時間がかかったり ，筆算 コ (5.7.8.9) へ 

い 。 の計算では桁がずれやすい。 

// / フ 

立方体や直方体の 特徴をとらえ 平行四辺形，台形，ひし 形など 与 (6.7.8.9) へ 

て見取り図や 展開図が描けない。 の特徴が理解できない。 

/ タ Ⅰ イ 

授業中など気が 散りやすい。 活動に対する 注意の集中時間が 台 (7.8.9) へ 

短い。 

Ⅰ 与 / タ 

授業中など，よく 席 立ちをする。 話を最後まで 聞かずに行動する 弓 (7.8.9) へ 

ことがよくあ る。 

/ ア / タ 

自分の思ったことを 場を意識せ あ る行動や考えに 強くこだわる 弓 (7.8.9) へ 

ずに言ってしまう。 ことがあ る。 
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チヱ ， 1,, ク、 シー ・ - ト [ Ⅲ ] つまずきチェックシート 

学校 年 番号 性別 

， ( 「 ) ～ (6) は ， 少なくとも一つの 領域で得点合計 1 2 ポイント以上の 場合 コ 個別検査 へ   

(7) と (8) は ， 一つ以上の領域で 6 ポイント以上の 場合 コ 個別検査へ 

(9) は，すべての 項目の合計が 2 2 ポイント以上の 場合 コ 個別検査 へ 

( Ⅰ ) M  く ( チェック : 0 Ⅰない． 1 々 まれにあ る． 2 コ ときどきあ る， ぉ二 よくあ る ) ㎞ 
上 聞き間違いがあ る。 ㏄知った」を「行った」と 聞き間違える ) 

  
3 2 1 0 

2  聞きもらしがあ る， 3 2 1 0 

3  個別に言われると 聞き取れるが ，集団指ボでは 離しい。 3 2 1 0 

4  指ボ の 理解が難しい ， 3 2 1 0 

  5  話し合いが難しい。 ( 話し合いの流れが 理解できず．ついていけない ) 3 2 1 0 

得点合計 

  

  

    

得点 
2@ I@ 0 

2 l の 

2@ 1@ 0 

つ - l 0 

2@ I@ 0 

得点合計 

(6) 推論する ( チェック : n= な い， l= まれにあ る． 2 二 ときどきあ る、 3 々よくあ る ) 

Ⅰ 学年相応の℡を 比較することが 難しい。 ( 長さやかさの 比較。 @1 5cm は I R 0mm 」ということ )   

2  学年相応の図形を 描くことが難しい ， (t Ⅰやひし形などの 図形の世 写 。 見取り図や 展明図 )   

  一事物の因果関係を 理解することが 難しい       

4  円的にそって 一 イ 〒動を計画し．必要に 応じてそれを 修正 づ - ることが離しい       

5  早合点や，飛躍した 考えをする         

- 63 - 



(7) 「不注意Ⅰ ( チェック : 0 二 ない． @ 二 ときどきあ る． 2 々しばしぱあ る． 3 二 非常にしばしぱあ る ) 
米 得点換算方法     0 とⅠ 二 0 ナ吉て 2 と 3 二 Ⅰ 点     

Ⅰ 学校での勉強で．細かいところまで 注意を払わなかったり ，不注意なⅢ迎いをしたりする、 3 2 1 0 

2  課題や遊 びの 活動で注意を 集中し続けることが 難しい     3 2 1 0 

3  面とⅢかって 話しかけられているのに・Ⅲいていないように 見える。 3 2 1 0 

4  桁 示 に従えず，また 仕事を柚後までやり 遂げない。 3 2 1 0 

5  学料探題や活動を 順序立てて行うことが 難しい。 3 2 1 0 

6  集中して努力を 続けなければならない 課題 ( 学校の勉強や 宿題など ) を避ける。 3 2 1 0 

7  群     W 諜 粕や活動に必・ 要 な物をなくしてしまう。 3 2 1 0 

8  気が 放 りやすい   3 2 1 0 

9  日々の 活 助で忘れつぼい。 3 2 1 0 

得点合計 

(8) 「多劫性 一 衝動性」 ( チェック : n 二 ない． l 二 ときどきあ る． 2 ミしばしぱあ る， 3 二 非常にしばしぱあ る ) 
米 得点換算方法 : 0 と「 二 0 点 2 と 3% Ⅰ 点 

  得 ・ 庶 合計 l   

(9) 「対人関係やこだわり 等」 ( チェック : 0 二 いいえ． l 二 多少． 2 臣はい ) 
7! ち ， 寸天 

Ⅰ 大人びている。 ませている。 2@ I@ 0 

  2  かんなから「 00 博士」 (00 教授」と思われている r ( 例 : カレンダー 博 l.) 2@ I@ 0 

盆 池 のヰ どもは 興 喋を持たないようなことに 興味があ り・ 「自分だけの 世外」を持っている。 2@ 1@ 0 

イ 特定の分野の 知識を蓄えているが ，九 % 出であ り，意味をきちんとは 理解していない。 2@ 1@ 0 

5  含みのあ る 日 莱や嫌みを言われても 分からず，言葉通りに 受け止めてしまうことがあ る。 2@ 1@ 0 

6  会話の仕方が 形式的であ り．抑揚なく 話したり，間合いが 取れなかったりすることがあ る， 2@ 1@ 0 

7  % 葉を細み合わせて． 自分だけにしか 分からないような 造語を作る」   2@ I@ 0 

8  独特な円で話すことがあ る。 2@ I@ 0 

9  誰かに何かを 伝える目的がなくても 甥 ⅢにⅢ 係 なく声を出す " ( 牡を鴫らす，咳払い．喉を 鳴らす．叫ぶ @  2  @  0 

l0  とても利点なことがあ る一方で ，極 ㍾に， @ 丁 なものがあ る。 2@ I@ 0 

    いろいろなことを 話すが．その 時の場Ⅲ や 相 手 の 球 摘や市場を理解しない       2@ 1@ 0 

@2  火蛾 沖が 乏しい。 2@ I@ 0   
は 周りの人が困惑するようなことも ，配慮しないで 占ってしまう ，   つ - l 0 

l4 独特なⅡつきをすることがあ る。 2@ 1@ 0 

@5  友達と仲良くしたいという 気持ちはあ るけれど，友達関係をうまく 築けない   2@ 1@ 0 

@6  友達のそ は にはいるが． ・人で遊んでいる。 2  1  0 

l7  仲の良 い 友人がいない。 2@ 1@ 0 

@8  % 魏が 乏しい。   2@ 1@ 0 

博 球技 や ゲームをする 時。 仲間と協力することに 考えが及ばない ， 2@ 1@ 0 

2 の 動作やジェスチヤ 一 が不器用で ， ぎこちないことがあ る       2@ I@ 0   
2l 意図的でなく ，顔や体を動かずことがあ る。 2@ 1@ 0 

22  あ るⅠ助や考えに 強くこ " だわることによって．簡単な "@"  日常の活動ができなくなることがあ 一 る。 2@ I@ 0 

23  l,l 公 なりの独特なⅡ課や 手順があ り． 紫史や変化を 嫌がる。 2@ I@ 0 

24  特定の物に執 箱 があ る         2@ 1@ 0 

25 他の / どもたらから．けじめられることがあ る 2@ I@ 0 

26 独特な 衣 +. 甘をしていることがあ る。 2 l く 1 

27 独特な姿勢をしていることがあ る。 2@ 1@ 0 

が t. Ⅰ 合 Ⅲ 
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結
 
 
 

計算す推論す 多動性対人関係 
聞く 話す 読む 書く る る 不注意衝動性 こだわり 氏名 

  

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

l Ⅰ 

Ⅰ 2 

13 

14 

Ⅰ 5 

この表は，クラス 

自分のクラスは、 

配慮事項として ， 

  で 担任が白分の 暮らすの 傾 Ⅲを っ かむときの参考となります。 

聞くという頃 日が甘干な子どもが 多いとか，具体的な 指導の 

使 う ことができます。 



資料 3 

チェ ツクシート W  ( 徳島 版 ) 利用マニュアル 

「・ はじめに 

このチェックシートは ，チェックシートⅢ ( 徳島 版 ) で，顕著な学びにくさを 有している 

と 校内委員会 ( 仮称 ) 等で判断された 子どもの中で ，医療機関の 受診をする場合にご 利用下 

さい。 

2. 保護者に医療機関受診を 勧めるにあ たって 

(1)  医療機関受診を 保護者に勧めるか 否か，チェックシート m の結果等をもとに 校内委員会 

( 仮称 ) 等で、 その必要性を 十分検討し，判断してください。 

(2)  医療機関受診を 保護者に勧める 場合，その必要性等を 十分に説明し 保護者の納得の 上 

で 受診してもらってください。 

(3)  医療機関受診は 必ず保護者に 行ってもらってください。 教師のみで児童生徒を 連れて医 

療機関へ行くことはできません。 

(4) 受診結果は，仙人情報です。 必ず保護者から 聞いてください。 教師が受診した 医療機関 

へ直接連絡することはできません。 また，受診結果，診断名など ，職務上知り 得た情報で 

あ るため守秘義務があ ることを常に 意識してください。 

(5) 保護者に行きっけの 医療機関があ る場合には，そこの 受診をお勧め ド さい。 ない場合に 

は ，学校医を辿して ， 中 凹の医療機関を 紹介してもらってください。 その場合，保護者の 

了承のもと，『子どものこころ 支援マニュアル ( 徳島県医師会学校医部会メンタルヘルス 

対策委員会 リ 7 5 ぺ ー ジの紹介状を 作成し学校医にご 提出下さい。 

3. チェックシート W の利用にあ たって 

(1)  このチェックシートは ，医療機関を 受診する場合に 利用するものです。 

(2) 記入者は保護者です。 家庭でのお子さんの 様子から判断して 記入していただき ，受診 時 

に 医療機関へ提出してもらってください。 

4. 記入の方法と 記入の規準 

(1)  記入の方、 法 

最近のお子さんの 状態を思い出していただき 当てはまるところに 0 をつけてもらってください。 

また，今は目立たなくなったけれど ，幼少期など 過去に目立っていた 場合は ，ムを 付けてもらって 

ください。 

(2)  言已 人の基準 

周りの同年齢の 子供さんと比較して ，同じようにてきるときは「目立たない」となります。 

その基準から 判断して，ずれの 程度の強さにより「多少目立つ」「かなり 目立つ」「非常に 目立つ」 

の 3 段階に分けて 判断してもらってください。 
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チェックシート JV [ 保護者用 ] 

    

このチェックシートは ， お子さんの家庭での 様子を見て，御家族の 判断で記入をしてください。 
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Ⅱ 多 か ヲ拮 

立 少 な 常 
た 目 り に 
な 立 口 目 

い つ 並 立 
チ ェ ッ ク 項 目 つ つ 

1  座っていてもそわそわしたり、 もぞもぞしたりする。 

2  着席時の姿勢が 悪い。 

3  落ち若きがない． じっとしていない。 

何 周りの友だちと   . 緒の遊びやⅠ 供 会所助などに 参加せず、 - 人でいることが 多い。 

5  節かにしていなければならないときに、 必繋 以上ににしゃべったり、 動き回ったりする。   

6  衆中して努力を 続けなければならない 課題を避ける。 

7  気分が変わりやずく ，ささいなことで 不機嫌になる ，また、 ささいなことで つ まずいて，かんしゃ 

く をおこしてしまう。 

R  かんしゃくをおこすとおさまりが 悪く、 回復するのに 時制がかかる ， 

9  集中して課題や 遊ぴを続けるのが 片手で、 すぐに他のものに 興味が移る。 

1 0  授業中など、 座っておくべき 時に席を立ってしまう。 

1 1  面と向かって 話しかけられているのに、 聞いていないようにみえる     

1 2  学習課題や活動を 仰げ 眈 てて行 う ことが難しい。 

1 3  勉強で ， 細かいところまで 注は がねえず，不注意な 間違いをする。 

1 4  周りからの刺激ですぐに れば がそれるため ，今していることを 投げ出してしまう。 

1 5  文房兵などのなくし 物が多い。 

1 6  囲いたことをすぐに 忘れる。 

1 7  ロ群生活で忘れっぽいことが 多く、 いちいち指示がいる。 

] 8  したくや mu 仰 Wl.ini に 時 Ⅲがかかる。 いちいち指示がいる。 

1 9  ぼんやりしている。 

0 2 友だちに れ 分からけんかをしかけることが よ くあ る， 

2 1  質問が終わらない うち にⅢ し 抜けに答える - 

2 2  遊 びや 授業中の活動などで 順番が待てない。 

3 2 他人の会話に 制 り込む。 さえぎったり ， じ やまをしたりする。 
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2 4  遠戚すべきところで、 しゃべりすぎる       

2 5  目分がこうしょうと 思った事に対して、 がまんができない ， 2 6  すぐにわかってしまうようなうそをついてしま う 

2 7  叱られたときなど、 自分の非を認めず、 他人のせいにする     

2 8  公共の場で不適切なことはを 旨 う 。 

9 2 思いついたことを 場面に 測係 なく突然言う「 

3 0  身の回りのことが 同年柿の友だちに 比べて遅れている     

3 1  友だちや先生、 家族と交わした 約束が守 ォ t ない " 

2 3 危険なことがわからない。 

3 3  社会的なルールを 理解したり、 状況に応じて 判断して行動することが 苦手であ る、 

3 れ 球技 や グ ーム をするときに 仲間と協力することに 気づかない。 

3 5  円 常 生活湯布 で 自分流のルールを 設定し、 行動する。 

3 6  周りの人が恥ずかしいと 感じる行動をしても、 恥ずかしさを 感じていない ， 差 肌心 ( しのうちし /") 
がない。 

1l くし り 吐 勉強や徒脱走などで、 周りの人と競争しょうとする 意識が乏しい。 

3 8  近くに居る人が 丁を挙げたり、 遠くで聞こえる   曲の昔など、 ささいなことでお ぴ える。 

3 9  運動が苦手であ る。 身のこなしがぎこちないところがあ る。 

Ⅱ 0  折紙を折ったり、 はさみで線のとおりに 切ることが苦手であ る " 

4 1  自分だけに言われると 聞き取れるが、 人勢に向かっていったことを 閃き取ることは 難しい " 

2 % とは による指示が 通りにくい， 

4 S  質問の取り違いをする     

Ⅱ Ⅱ 話し合いの流れが 邱解 できず、 ついていくことが 難しい。 

5 4 内容をわかりやすく 伝えるなど、 言葉による表現が 苦手であ る " 

4 6  単語だけを並べたり、 短い文で内容的に 乏しい話をしたりする       

4 7  会話が一方的であ る， 

4 8  思いつくままに 諦 すなど、 脇道の通った 話をするのが 難しい，   

A g  文章の読みまちがいがあ る " 

5 0  文中の語句や 行を抜かしたり、 同じところを 繰り返し読んだりする     

h l  文 市中の人物の 気持ちや要点を 読みとることが 難しい       

5 2  字   口 でたどたどしく 話す     

5 3  ことはにつまることが 多い。 

5 Ⅱ 「 来 ました」と読むところを「いました」と 読むなど、 かって読みがあ る     

5 S  読みにくい字を 再 く       

5 6  音読がおそい。 

h 7  漢字の細かい 部分を   % きまちがえる     R 5 文章の @ 、 J や「 @ 」が抜けたり、 ]h- しく打っことができない 

5 9  限られた硅の 件文が苦下であ る。 決まったパターンの 文 萌しか 書 けない   

6 の 同年齢の友だちと 同じように、 数の意味や表し 方についての 理解が難しい       
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6 1  計算をするのに 時間がかかる。 

2 6 Ⅱ的を持って 行動を計画することが ，手であ る。 また、 必要に応じてそれを 修正することが 難しい。 

6 お 会話の聞き取りなど、 早合点で判断したり、 内容的に飛礫した 考えをする。 

6 4 州 柚 なⅢ ， 算の時 算 ができない。   

司 6 5 １ じ 年齢の子どもが 取り組んでいる 節数 の文帝 題 が苦手であ る。 

f6 6  同ぴヰ 締の子どもが 取り組んでいる 欣の比較や量を ボす 単位を理解することが 難しい， 

可 6 7 １ じ 年齢の チ どもが取り組んでいる 図形を描くことが 難しい， 

8 6 いろいろなことを 話すが、 その時の場面や 相手の気持ち、 立場を理解しない。 

9 スり 周りの人が困惑するようなことでも、 遠慮なく言ってしまう。 

7 0  友だちと仲良くしたい 気持ちはあ るけれども、 同じ年齢の友だちとの 仲 Ⅲ 側係 をうまく築けない。 

7 1  友だちのそ は には い るが、 - 人で遊んでいる   

2 7 あ る行動や考えに 強くこだわることによって、 崩単 なⅡ常の生活ができなくなることがあ る， 

父 7 Ⅰ l,l 分なりの独特の 日課や手順があ り、 女史や変化を 嫌がる。 

7 4  特定の物に執 若 する， 

7 5  からかわれたり、 けじめられたりすることがあ る。 

7 f  空想の世覚で 遊ぶことがあ り， 変 史や変化を嫌がる。 

7 7  臣忠哀楽を表現する 表情が乏しい       

7 8  視線を合わせる ，身振りなどで l,l 分の考えを 衣 現するなどことば 以外に よ る行動が乏しい。 

7 9 独り韓を言 う， 

8 0  楽しい気持ちや 悲しい気持ちを 他人と共有することや 気持ちでの交流が 難しい。 

8 1  年分に応じたごっこ 遊 び や社会性のあ る物まねなどができない。   
8 2  突然抱きついたり。 顔を近づけたり．他名   と 不自然なコンタクトの 取り方をする。 

8 3  口常住所場所で、 知っている人と 知らない人を 区別した関わりが 持ちにくい。 

8 A  柑 Ⅲやスケジュールの 変更 が Ⅲ難であ る。 

8 5  「，定や今している 活動など何度も 確 恩 しながら行動する       

6 8 $ よィ ・ f きが悪かったり、 夜中に伺及も 起きたりする。 

臼 7  野菜や肉など 特定のものが 苦手だったり、 ピラフのような 食材がよくわからないものが 苦手であ る。 

S 8  いつも、 からだ全体または - 部に力が入っている。 

8 9  特定のことを 鮮明に覚えていて ，思い出しては 急に怒り出したり ，怖がったりする     

g n  それをしたらこうなるという、 物 Ⅰの 囚 T 関係を理解することが 難しい。 

その他、 気になることがあ りましたらお 曲 きください       
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( 様式 1) 

学校記入 欄 

学校医から相談機関への 紹介状 
米 相談者が保護者・ 本人以覚の時は 必ず本人の承諾を 得ること 

児童生徒氏名「 ( 男 ・ 女 )   ) 土 蔵 

住 ァ 舟 - ・ 

他語 ( )@ FAX@ (   

相 談 者 本人との関係 

該当する項目にチェックを 入れ，該当項目に 関しての学校での 状況を御記入ください。 

チ， ・ ソク 相 談 内 容 学 校 で の 状 況 

聞くことの困難 

話すことの困難 

読むことの困難 

          くこと ヴ引 困難 

計 節することの 困難 

推論することの 困難 

不注意 

多動性一衝動性 

対人関係やこだわり 等 

学校での状況については 上記のとおりです。 よろしくお願いします。 

  ) 学校長 ⑳ 
記入者 (   

校医記入 欄 

名
 

見
 

医
 

所
 

校
 

⑳
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本人との関係 

こ チェックを入れ ，該当項目に 関しての学校での 状況を御記入ください 

談 内 容 

 
 

学 校 で の 状 況 

との困難 

との困難 

との困難 

との困難 

  ることの困難 

  ることの困難 

米チェックシートⅢでチェックが 入った 項 

てのみ， 状況の概要を 記入ください。 

浅学級担任や 特別支援教育 コ 一子 ィ ネータ 

教諭等で記入してください。 

浅学校 欄 記入後， 学校医に記入してもら い 

完了させてください。 

Ⅹ紹介状は保護者から 相談機関へと 持参さ 力 

Ⅹ養護教諭は ， 紹介状の写しを 学校で保管 l 

てください。 

目 につ 
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t ます。 

。 て お し 
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@ やこだわり等 
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記入者 
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( 様式 2) 

相談機関から 学校への紹介状返事 

専門機関記入 欄 

担 当 者 相談機関 名 

連 絡 先 
住所 

電話 ( Ⅰ FA Ⅹ く   

児童生徒名 ( 男 ・ 女 ) ( ) 歳 学校名 

( 所 見 ) 

( 薬剤についての 情報 ) 

( 学校生活で注意すること ) 

(= 後の相談・受診予定 ) 

）
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資料 4 

鰐 m,, め 、 汁 ・ 気 づき 千ェツウ シート [ 群羊双幼児 (5 オ mII9 コ 

気になる子どもかいたら ，以下の項目に 該当するかチェックしてください。 

手ノ 、 2   

集団の中で名まえ 身の回りのことなど ， 

をょばれても ことはの指示だけでは 
返事をしない 行動に移せない 

，回 
  ノ Ⅰ   

3 4   

3 請文を話すことが 「かして」「あ りがと う 」 

できない など，必要なときに 
言うことができない 

，口 
          

5   6   

絵本などの 自分の名まえを 
文字や数字に よ むことが 

興味を示さない できない 
，口 

      

ア 、 8   

鉛筆 や クレヨンで まねて 0 ( 始点と終点 
書こうとしなかったり ， が 合 う こと ) や 十字が 

なぐり書きであ る かけない ，口 
    
9 / ク ト 

5 までの数の概念が 「大きい」「小さい」 

育っていない など， 比較する 
ことはがわからない 

，田 
㌧ / 

// 、 アフ   

0 ロムなどの 仮青 ， 黄 ， 緑 

仲間分げが などの色の概念が 
できない わからない 

，臼 
  ノ Ⅹ   

/ 夕 .@ 14   

手先が不器用で ， 体の動きが 
細かな作業が ぎくしゃく 
苦手であ る している ，ヨ 

  / ト   

/ タ   / タ 

注意散漫で 遊戯中など， 
おち つ きがない ぼんやりする 

ことが多い。 
，口 

Ⅰ   
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こん ぢ力 身にⅠ 弗 Ⅰ て Ⅱ る力叫 flu 就学双幼児 (5 才 )ffi] 
この表は，連城守 武 ・乳幼児分析的発達検査と 津守武・乳幼児精神発達検査 

の質問内容を 元に作成したものです。 
利用方法 : 気になる子どもがいたら ，チェックしてください、 

米 注意 幼児の場合，卑近な 社会環境や家庭環境，生活経験などにより ，達成度は違って 
きます。 各 項とも，個人差が 見られますので 御注意ください。 

  

就学双 (3 ～ 4 才 ) 

聞 1. 簡単な言いっけを 理解している 
2 < 目 ， 耳 ， 口や身に付けている 物をた 

ずねると，指し 示す 
3. 名 まえを呼ばれると 返事をする 

話 1. 簡単な質問に 答える 
す 2. 2 ～ 3 話文の文章を 言 う 

3. 言 いたいことがたくさんあ って ， 「 あ 
めれ Ⅰと話しかけてくる 

4. 名前をきくと ，姓と名を言 う 

読 
む 

1. 絵本をみて，知っている 物の名まえ 
を 言ったり， さしたりする 

2. 本を読んでいるよ う に ， 何かしきり 
に 言っている 

3. 本をひとりで ， かなり長い間，見て 
楽しんでいる 

く
 

る
く
 書
 

す
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を
 

を
を
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き
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の
 

が
る
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や
ぐ
 1
 

ち
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く
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や
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ち
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レ
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ど
ク
 

で
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筆
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筆
 

鉛
鉛
鉛
 

 
 

Ⅰ
 
2
3
 

金
日
く
 

る
 

る
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か
 
わ
が
 
で
 

る
が
と
 

べ
 」
 こ
 

亜
 い
る
 

に
さ
え
 

横
 小
数
 

や
 「
 を
 

縦
 Ⅱ
 物
 

肢
 ㍼
㍼
 

 
 

1
2
3
 

計
算
 

I 推 穂木で， トンネル，門の 形をつくる 
論 2. 「長い」「短い」がわかる 
す 3. 「高い」「低い」がわかる 
る 

運 ・ 

動 

動 
作 

1 長時間ひとりで 歩く 
2. 物にぶら下がれる 

3. ぶらんこに立って 乗れる 
4. 足を交互 - に出して，階段をあ がる 

5. 欽を使って， 紙 ，布を切る 
6. のりをつけて．貼り 付ける 
7. ひもの結び日をほどいて ，物を出す 

行 
動 

1. 欲しい物があ っても， いいきかせれ 

ば， がまんができる 
2. 年下の子どもの 世話をやきたがる 
3. 友だちと   - 緒に ， 物を操作して 遊ぶ 

4. 友だちとけんかをすると ， いいつけ 

にくる 

就学双 (4 ～ 5 オ ) 

1 . 聞いていた話がとぎれそうになると 

「そしてど う したの」と催促する 
2. なぞなぞやしりとり 遊 び をする 
3. かわいそうな 話を聞くと．涙ぐむ 

1. 経験したことを ，他の子に話す 

2. 同年齢の子どもと 話が出きる 
3. 自分の姓名を 言 う 

4. テレビのことなど 友だち同士で 話す 

1. 自分の名まえを 読む 
2, 絵本をみながら ，子ども同士でいろい 

ろなことを話し 合う 
3, わからない字があ ると、 大人にき く 

4. 平仮名の短いことはを ，一字ずっ拾 い 

読みをする 

1 . まちがえると ，消しゴムを 使ってなお 

す 
2. 十字をかく 

1. 数字をひろい 読みする 
2. さ い ころの数がわかる 
3. 数字を書く 

1 . 時計を見て，何時か 興味を持っ 

2. 友だちとかるたをして ， どちらが勝っ 

たか数えて決める 
3. ジャンケンで ， 勝ち負けがわかる 

1 . スキップをする 

2. ジャングルジムをひとりで 登る 

3. 補助 輸 付きの自転車に 乗る 
4. 紙ひ こうきを， よく飛ぶよ う に自分で 

工夫して折る 
5. 自分で洋服の 着脱ができる 

1 . 注射されていたくてもがまんしょう と 

する 
2. 友だちと協力して ，砂山などを 使って 

遊ぶ 
3. 数人が - 緒になって ， 子どもが発案し 

た ごっこ遊びをする 
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資料 5 

専 門 機 関 
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徳島文理大学人間生活学部 
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人間福祉学科 

四国大学 生活科学部 

児童学科障害児教育研究室 
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 E-maiIlhashimo ⑥ n 皿 to-u.ac.jp  ( 楠本研究室 )   088-687-6311 

E-m 皿 s ㎡ maday ⑥ naruto-u.ac,jp( 島 m  研究室 ) 

〒 770-85l4  徳島市山城町 西 浜傍 示憾 0 088-622-9611 

三橋 謙一郎 研究室   内線 (29l4) 
E-m 皿 mihas ㎡⑥ tokus ㎡ ma.bunH-u.ac.Jp   内線 (2942) 

寒川 伊佐男 研究室   内戦 (6l14) 
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一
丁
 E-mail@y-imura@shikoku-u ・ ac ， jp l 内線 (2l12) 

卸叩   

医 

療 

機 

関 

乗馬 県 児童相談所 〒 770-0942  徳島市昭和町 5  丁目 5  番地の 1  088-622-2205 

I 日本小児神経学会会員 

徳鵠 大学医学部 

附属病院小児科 

徳島県立中央病院小児科 

〒 770-8063  徳島市蔵 本町 3  丁目 50-l 

  088-633-7132   
〒 779-8539  徳島市蔵 本町 1-@0-3 1088-631-7151 1 

徳島県立ひのみね 整肢 〒 773-0015 小松島市中田 W 新開 4-1 

医療センター E-m3l@ hinomine@basil ・ ocn ， ne ，   i   

徳島県立三好病院小児科〒 778-8503 三好郡池田町シマ 815-2 

E-m]a Ⅱ V  Z  D  00756 ③㎡ f り ・ ne. ル 

麻植 協同病院小児科 〒 776-8511 麻植郡鴨島町鴨鳥 252 

医療法人 

別・ U チャイルドクリニック 

すずえ こどもクリニック 

〒 770-0004  徳島市南田宮 4  T  目 8-7 

Email chiId ③ orange.ocn.ne,Jp 

〒 770-8070  徳島市八万町 沖 須賀 21-l 

E-ma@l irukacl@nmt.ne,jp 

ひう ら小児科 7
 

O
 
 
 

町
 

 
 

佐
古
 O
C
n
.
n
 

 
 

0
h
 

 
 〒

 

7
7
 
E
-
%
a
i
 

ふじのクリニック 〒 773- 「 )023  小松島市坂野町牢乎 m  柊 -4 

E-mall kayof ⑥ opaI.nml.ne.JP 

08853-2-0903 

0883-72-6910 

0883-24-2101 

088-633-2055 

の 8 器 -66 き -7676 

088-626-2503 

08853-7%250 

児童精神科医 

宮内クリニック 〒 770-0047. 徳島市名東町 2  番地 659 

I E-mna@lo 血 niyauc 田 ⑥ mnb.tcn.ne.   ゆ   
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8 号 ;     

" に三人一人を 大切にする数詞 " 一 穣更現 ‥ "" 日 勤 一 @  r- 一 -d " 
一 学習や生活面で 気になったらご 相談を 一 

子どもは一人一人ちがつ 存在であ り、 個性があ り、 興味・関心や 能力などに個人 

差があ ります。 どの子もそれぞれによさや 課題を持っています。 2 1 世紀は、 「 今 

より少人数で、 どの子にもその 子のニーズ ( 必要とするもの ) に応じた多様な 教育 

」が求めらています。 

◆学習の一部の 面でつますいている 子 ◆やる気 ( 意欲 ) が出ない 子 

◆ 多 助で落ち着きのない 子 ◆人間関係がうまくいかない 子など 

ま こうした子は、 学校や家庭で 努力しても、 その原因が分からなかったり、 よく 理 

・ 解されなかったりしたまま、 本人のせいにされがちでした。 

しかし、 各国での医学・ 教育の専門的研究が 進むにつれて、 そのような子どもた 

ちの中には、 本人の努力不足ではなく、 つまずいている 諸原因があ ちことも分かっ 

てきました。 

0  「聞く・話す ， 読む・善く」 「計算する」 「 推韓 する」など、 学習に必要な 基 

礎 ・基本となるところで、 何かつまずきがあ るのでは ? 

0  学校や家庭などの 教育環境において、 本人に合っていない 要素があ るのでは ? 

本人や保護者、 教師も原因や 教育の仕方がよく 分からずに、 悩んだり苦しんだり 

あ きらめたりしていることがあ ったかと思われます。 

本校では、 今年も教育委員会や 鳴門教育大学などの 協力を得て、 二人の教師で 授 

業を行ったり、 放棄後などに 自白に勉強できる「リソースルーム」で 個 別学習指導 

をしたりする 工夫をしています。 
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一   
もし、 学習や行動面で、 次のような気がかりな 点があ る方、 リソースルーム 利用 

を希望される 方は、 お気軽に担任までご 相談ください。 

百 こんな子、 い ませんか ? 
ぼんやりすることが 

多い 回 
一生懸命本を 読むんだけど   

Ⅰ 対 l で 話すとよくわかるのに 

集団の申でぼどうも 理解が悪 い 
同じ行を読んだり 

とぼしたりする 一人指示と違う とってしまう 行動を 円 く妓   
おしゃべりなんだけど   ;;;;;;;i:" ゆ 

轟 いこ F ビ ・わり っ， ・ あ ， たり 
文字を害くのが 鏡文字がなかなか 苦手           忽 
なおらない <?  き 興 疎の偏りがあ る 

運動すると体の 動きが 
何だか き こ ち 低い 

" 。 。   "" 。 " 。 " 。 。 "' 曇な、   "' 。   。 " 。 "" 。       磁縛駄り 
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第一因子 : 言語理解 ( 知識，類似， 単語， 理解 ) 

第二因子     知覚統合 ( 絵画完成，絵画配列，積木模様，組合せ ) 

第二四子 : 注意記憶 ( 算数， 数唱 ) …聴覚的短期記憶 

第四四子 : 処理速度 ( 符号， 記号探し ) …視覚的短期記憶 

認知処理様式 ( 詳しくは， K 一 AR C で検査 ) 

継次 処理に関係するもの ( 算数， 数唱 ，符号 ) 

同時処理に関係するもの ( 絵画完成，積木模様，組合せ ) 
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K 一 ABC 心理、 教育アセスメントバッテリー 

Ⅰ 検査の目的 

「幼児， 児 肛の知能と習得度を 個別に測定する。 」 

「知能の特性を 継 次 処理一同時処理のモデルから 明らかにして 指導に役立て 

る 。 」 

純次処理…情報を 1 つ ず つ 連続的に順番に 処理するスタイル 

例 : 検査者によって 示された一連の 手の動作を再生する。 

同時処理…情報を 空間的に全体としてまとめて 処理するスタイル 

例 : 一部分が欠けている 絵から描かれているものの 名前を当てる。 

2  K 一 A B C の特徴 

㎝ ) 知能 ( 情報を認、 知的に処理して 新しい問題を 解決する能力 ) と習得度 ( 数 

やことはの知識と 読みの力 ) を分けて測定できる。 

(2) 知能を「純次処理一同時処理」の 認知処理過程で 測定することにより ， 

子どもの得意な 認知処理スタイルを 発見し，検査結果を 指樽 に 結びつける 

ことができる。 

よ 3 り 詳しく実態を 把握するために 

W I SC 知能検査は， それまでに学習した 事柄を測定する 検査 ( 特に言語 

性 検査 ) が多く ， 新しい問題に 対する適応能力を 予測できないと 考え， K 一 

AB C (2 歳 6 か 月から 1 2 歳 1 1 か 月の子どもに 適用…ただし ， 知的な遅 

れがあ る場合は 1 3 歳以上でも実施可能 ) が作られた。 

また， 心理・教育アセスメントバッテリーという 名前の通り，検査結果が 

指導に結びつきやすいように 作られている。 

K 一 AR C は， 1 4 個の下位検査から 構成されているが ，年齢によって 実 

施する下位検査が 異なるため， 実際に行 う のは 6 ～ 1 1 個であ る。 

指導の手がかり 

純次処理 ノ 旧時 処坤 段階的な教え 方，部分から 全体へ，順序性の 簾 視 ， 

聴覚 的 / 言語的な手がかり ， 時 Ⅲ 的 ・分析 的 

純次処理 く 同時処理 全体をふまえた 教え方， 全体から部分へ ， 関連 性 

の屯視 ， 視覚的 / 運動的な手がかり ， 空間約， 統 

合地 
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資料 8 

く平成「 5 年度特別支援教育推進体制モデル 事業に係る委員 ) 
l 調査研究運営会議 

所 属   役職 l 氏 名 

学識経験者 ( 医学 )  鳴門教育大学 教授 橋本 俊勲 

(IS 学 )  南海病院 理事長 川端 正義 

( 心理 )l 徳島大学医学部   沖 ンセラ -  l % 君原健太朗 

( 教育 ) 徳島市立助 任 小学校 校長 森野 正治 

関係機関 徳島県児童相談所 判定課長 谷口 史朗 
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長
長
 

次
 
枝
枝
 

  徳島市立城東小学校 I 校長 I 山田勝彦 

徳島市立加茂名中学校 校長 田中 峰 引 、 

鳴門市立桑島小学校 校長 山本 哲生 

I 鳴門市立瀬戸中学校 l 校長 I 中 安三郎 

教育委員会 徳島市教育委員会 教育次長 高橋 義治 

鳴門市教育委員会 教育次長 岩久保 和義 

  徳島県教育委員会学校教育課 l 課長 l 佐藤 池 

  室長   服部英昭 
  徳島県教育委員会学校教育課 障害教育指導 室     

徳島県教育委員会学校教育課 l 主幹 l /N 、 島 信子 

  

専門家チーム 

所 属 @  役職 

医 学   鳴門教育大学 l 教授 

水井医院 院長 

徳島大学医学部 助教授 
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関係機関   徳島県教育研修センター 相談 課 l 研修主事 

教育委員会 徳島県教育委員会学校教育課 

障害児教育指導 室   班長 

徳島県教育委員会学校教育課 

障害児教育指導 室   指導主事 

育
課
 

教
 

校
 

学
 

会
寧
 

員
導
 

委
指
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数
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 森 健治 
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フロック 別 専門家チーム 

医 学   こ   理 

卜 - 升 属 @  氏名 
徳島大学医学部 

附属病院小児科   森 健治 

徳島大学医学部 女竹 正人 

付属病院精神科 

ひ のみね 整 校医療センター 島川 清司 

宮内クリニック 宮内 相 瑞子 

ひう ら小児科 目ナ屯 恭一 

医療法人 田山かイルト。 クリニが 田 ユ l 正体 

所 属 
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臨床心理士   

氏名   

思草原健太朗   

島田恭仁 l 

椎野 店 入 

笹木よしの 

長田 育子 

川瀬 久美子 

後藤 真紀 
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く 平成「 5 年度 」 D, ADHD 等総合推進地域 ) 
徳島市，鳴門市の 全公立幼稚 M, 小学校，中学校 

く 特別な支援を 必要とする子どもの 参考資料 作成委員 ) 
( 職名は平成 1 Q 年 3 月末現在 ) 

天野 邦秀 板東小学校 教諭 

板倉 リ ム 美 八万南小学校 教諭 

井上 智子 桑野小学校 教諭 

岡谷 あ かね 堀江南小学校 教諭 

小笠 元子 国府小学校 教諭 

滝川 明美 郁 里小学校 教諭 

早川 貴久子 桑島小学校 教諭 

吉岡 美香 助任 小学校 教諭 
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資料 9 
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